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【
要
約
】
　
中
國
農
村
の
社
会
主
義
化
の
過
程
は
、
農
業
協
同
組
合
か
ら
人
民
公
社
を
生
み
だ
し
た
。
こ
の
過
程
は
、
中
國
農
村
に
お
け
る
分
散
性
克
服
へ

の
過
程
で
も
あ
り
、
水
利
化
、
工
業
導
入
を
テ
コ
に
し
て
「
統
一
」
さ
れ
た
経
済
地
域
を
生
み
だ
す
過
程
で
も
あ
っ
た
。
現
在
、
人
民
公
社
経
済
地
域
は
、

中
国
農
村
に
お
け
る
「
基
礎
地
域
」
と
し
て
、
ω
農
業
の
集
約
化
、
②
生
産
部
門
の
多
部
門
化
、
㈹
労
働
力
、
流
民
点
の
合
理
的
配
置
、
ω
科
学
的
管
理
、

㈲
生
産
物
交
換
体
制
の
確
立
を
追
求
し
て
い
る
。
し
か
し
、
②
、
㈲
の
側
面
に
弱
点
を
も
つ
と
と
も
に
、
経
済
地
域
の
総
合
的
発
展
は
お
く
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
人
民
公
社
は
相
対
的
独
自
的
発
展
を
み
せ
る
一
方
、
よ
り
上
級
の
経
済
地
域
か
ら
の
援
助
、
他
公
社
と
の
協
力
に
よ
る
連
関
性
を
強
く
も
つ
。

そ
こ
で
、
中
級
経
済
地
域
た
る
専
区
に
注
目
す
る
必
要
性
が
生
ま
れ
る
。
専
区
級
経
済
地
域
は
、
人
民
公
社
経
済
地
域
よ
り
、
高
い
総
合
性
を
も
ち
、
人

畏
公
社
経
済
地
域
に
対
し
て
、
生
産
物
移
入
、
貸
付
金
交
付
な
ど
行
政
的
、
財
政
的
援
助
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
区
劃
な
ど
人
民
公
社
に
対
す
る

経
済
区
劃
の
制
約
を
も
っ
て
い
る
。

　
北
京
市
郊
区
、
山
西
省
、
江
蘇
省
潅
陰
専
区
議
の
例
か
ら
、
地
域
規
模
の
小
さ
い
人
民
公
社
、
都
市
よ
り
は
な
れ
た
地
域
の
人
民
公
社
は
フ
ォ
ソ
ド
蓄

積
が
弱
く
、
人
熱
公
社
の
総
合
的
発
展
は
小
さ
い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
般
的
に
い
っ
て
、
農
村
に
お
け
る
「
基
礎
地
域
」
の
経
済
的
基
礎
は
低
く
、
い
わ

ゆ
る
地
域
的
拠
点
に
は
い
ま
だ
な
り
え
ず
、
専
区
級
経
済
地
域
の
役
割
り
は
相
対
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
五
三
巻
三
号
　
一
九
七
〇
年
五
月

ク
ラ
ー
ド
が
支
配
し
て
の
ち
も
、
農
村
で
は
社
会
主
義
的
所
有
よ
り

は
　
じ
　
め
　
に

社
会
主
義
の
も
と
で
も
、
農
村
・
農
民
に
関
す
る
問
題
は
も
っ
と

も
複
雑
で
困
難
な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
全
国
的
に
社
会
主
義
的
ウ

社
会
化
水
準
の
低
い
協
同
組
合
的
所
有
が
支
配
的
で
あ
り
、
農
業
技

術
、
文
化
等
の
た
ち
お
く
れ
、
農
業
の
季
節
的
制
約
性
、
農
村
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

活
動
対
象
の
分
散
性
な
ど
が
関
連
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
弱
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点
は
、
農
村
に
お
い
て
も
、
社
会
主
義
的
ウ
ク
ラ
ー
ド
が
確
立
さ
れ

農
業
生
産
力
が
発
展
す
る
に
つ
れ
、
著
し
く
克
服
さ
れ
る
と
は
い
え
、

や
は
り
、
工
業
と
農
業
、
都
市
と
農
村
を
区
別
す
る
重
要
な
「
特
徴
」

と
し
て
長
く
残
る
。
こ
の
工
業
と
農
業
の
差
、
都
市
と
農
村
の
差
を

克
服
す
る
と
い
う
課
題
は
、
当
然
社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
最
終
的

　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、

課
題
で
あ
り
、
現
在
、
ど
の
社
会
主
義
国
に
お
い
て
も
終
局
的
に
解

決
し
た
経
験
は
も
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
各
国
に
お
け
る
経
験

　
　
　
　
　
　
　
③

は
一
様
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
も
、
農
村
・
農
民
に
関
す
る
問
題
の

正
確
な
解
決
が
非
常
に
複
雑
で
困
難
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

　
中
国
に
お
い
て
も
、
問
題
解
決
の
困
難
さ
と
い
う
点
で
は
同
じ
で

あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
「
解
決
」
の
途
上
で
、
こ
の
分
野
で
の
多
く

の
理
論
的
・
実
践
的
課
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
中
国
に
お
け
る
農

村
問
題
解
決
の
方
向
は
、
ま
ず
、
農
民
の
も
っ
と
も
理
解
し
や
す
く

か
つ
接
近
し
や
す
い
互
助
組
か
ら
は
じ
め
、
漸
次
社
会
化
水
準
を
高

め
人
民
公
社
を
生
み
だ
し
た
。
ま
た
そ
の
間
、
直
接
農
村
に
国
営
農

　
　
　
　
　
　
　
　
④

業
企
業
所
・
国
営
農
場
を
創
設
し
、
農
民
に
物
質
的
、
技
術
的
援
助

を
与
え
、
大
規
模
経
営
の
優
越
性
を
実
物
で
教
育
し
、
実
生
活
で
農

民
が
そ
れ
を
「
憧
撮
」
す
る
よ
う
に
し
た
。
か
く
て
、
農
業
も
工
業

と
と
も
に
国
民
経
済
の
二
大
部
門
の
一
つ
と
し
て
成
長
し
て
き
て
お

り
、
し
た
が
っ
て
、
農
村
は
国
の
食
糧
基
地
・
軽
工
業
の
原
料
基
地

お
よ
び
生
産
財
、
消
費
財
工
業
製
品
の
消
費
地
と
し
て
の
役
割
り
を

以
前
に
く
ら
べ
増
大
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
社
会
主
義

的
農
業
は
社
会
主
義
国
民
経
済
の
主
導
部
門
で
あ
る
工
業
と
の
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も

的
な
均
衡
を
保
障
し
う
る
条
件
を
備
え
て
き
て
い
る
。
そ
の
点
か
ら

ヤ
　
　
も
　
　
も

い
え
ば
、
人
民
公
社
段
階
に
入
っ
て
工
業
部
門
が
導
入
さ
れ
て
か
ら

は
、
中
国
農
村
は
協
同
組
合
段
階
に
く
ら
べ
新
た
な
段
階
に
入
っ
た

と
い
え
る
。

　
さ
て
、
工
業
導
入
に
よ
り
、
人
民
公
社
の
生
産
力
が
多
少
高
ま
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

公
社
の
多
部
門
化
が
進
み
、
公
社
経
済
は
総
合
化
の
方
向
に
向
っ
て

は
い
る
。
し
か
し
、
十
分
で
は
な
い
。
三
級
所
有
欄
も
い
ま
だ
残
存

　
　
　
⑥

し
て
い
る
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
の
人
民
公
社
が
生
産
総
合
体
の

も
つ
「
完
整
性
」
を
備
え
た
組
織
と
し
て
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
、
公
社
規
模
の
比
較
的
小
さ
い
地
域
を
い
く
つ
か
含
む
、

よ
り
上
級
の
経
済
地
域
と
の
関
連
で
公
社
を
と
ら
え
る
こ
と
が
必
要

　
　
⑦

と
な
る
。

　
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
中
国
の
農
業
生
産
協
同
組
合
段
階
に
お
け
る

経
済
地
域
の
特
徴
を
考
察
す
る
。
次
に
、
水
利
化
を
進
め
、
新
た
に
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工
業
を
導
入
し
、
各
地
の
分
散
的
な
農
村
部
落
や
広
い
地
域
に
分
散

し
て
い
る
作
業
場
や
小
集
団
に
分
散
し
て
働
き
生
活
し
て
い
る
農
民

を
、
協
同
組
合
段
階
に
く
ら
べ
、
効
果
的
に
統
一
し
た
人
民
公
社
の

経
済
地
域
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
現
在
の
中
国
に
お
け
る
社
会
主
義

的
農
村
の
単
位
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
人
民
公
社
の
範
囲
に
つ

い
て
い
う
の
で
あ
る
が
、
主
と
し
て
こ
の
範
囲
が
単
位
と
さ
れ

る
根
拠
及
び
問
題
点
に
つ
い
て
の
べ
、
こ
の
単
位
が
い
か
な
る

生
産
の
発
展
を
と
げ
て
い
る
か
を
生
産
の
多
部
門
化
、
管
理
と

い
う
観
点
か
ら
考
察
す
る
。
ま
た
、
中
級
経
済
地
域
と
し
て
の

専
区
を
も
と
り
あ
げ
、
経
済
地
域
と
し
て
の
特
徴
を
と
ら
え
、

あ
わ
せ
て
専
区
と
公
社
と
の
あ
る
い
は
公
社
間
の
連
闘
性
を
も

考
察
す
る
。

人
民
公
社
経
済
地
域
の
形
成

1
　
統
【
的
経
済
地
域
形
成
の
要
因

　
旧
中
国
で
の
水
あ
ら
そ
い
を
基
本
的
に
は
解
決
し
た
新
中
国

で
も
、
〃
水
利
月
下
豚
”
と
さ
れ
、
人
民
公
社
成
立
の
大
き
な

要
因
と
し
て
水
利
化
の
急
速
な
高
ま
り
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
旧
中
国
で
の
水
あ
ら
そ
い
の
主
な
原
因
は
や
は
り
土
地
の
私

ゆ

塾
毎

家桑の木の

�r水区
噸

ゆ

‘

や φ

申

、

二地区をわかっ畦
↓

レ

地区

←
↓

憤
　
　
　
　
噸
　
　
　
　
吻

→

→

幸

排水のためのポンプ
ﾌ集合地点

､用排水溝
寺 ←

管

｝ 申
河
　
川

有
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
江
蘇
南
部
で
は
、
土
地
は
河
川
に
よ
っ
て

游
と
い
う
小
部
分
に
わ
か
た
れ
（
第
1
図
）
、
こ
の
位
置
に
よ
り
水
利

の
重
要
性
が
異
っ
て
い
た
。
游
の
内
都
は
畦
に
よ
り
さ
ら
に
「
地
区
」

に
わ
か
た
れ
て
お
り
、
　
「
地
区
」
が
異
な
る
家
族
に
よ
り
所
有
さ
れ

て
い
る
場
合
、
水
が
公
平
に
分
配
さ
れ
な
い
と
き
、
し
ば
し
ば
水
あ

　
土
畦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飢

　
豪
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⑧

ら
そ
い
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
山
西
省
に
お
い
て
は
、
水
糾
施
設
は
村
落
の
公
共
所
有
物

で
あ
り
、
水
路
が
数
力
村
を
貫
流
し
て
い
る
場
合
、
す
べ
て
の
村
は

順
々
に
水
を
利
用
し
た
。
各
村
は
原
則
と
し
て
五
～
十
日
間
給
水
を

受
け
る
権
利
を
も
つ
。
こ
の
期
間
農
民
は
そ
の
耕
地
面
積
に
応
じ
て

給
水
を
受
け
、
祭
礼
用
ロ
ー
ソ
ク
の
燃
焼
に
よ
り
、
水
利
用
の
時
間

を
計
測
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
給
水
に
関
し
て
紛
争
が
お
き
た
と
き
、

関
係
部
落
の
村
長
が
集
ま
り
、
仲
裁
裁
判
に
よ
り
問
題
を
解
決
し
た
。

水
は
農
民
で
は
な
く
、
村
長
間
の
協
議
に
よ
り
統
制
さ
れ
て
い
た
の

　
　
⑨

で
あ
る
。

　
で
は
解
放
後
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
一
九
四
七
年
の
「
中
国
土
地
法
大
綱
」
に
よ
り
、
解
放
区
で
は
土

地
分
配
の
単
位
は
郷
－
行
政
村
と
さ
れ
、
分
配
に
は
水
利
の
便
も
考

慮
さ
れ
た
。
　
「
水
利
の
便
あ
る
土
地
と
便
な
き
土
地
と
に
互
に
調
整

す
る
も
、
水
利
は
し
ば
ら
く
そ
の
ま
ま
と
し
て
動
か
さ
ず
、
　
『
水
は

地
勢
に
し
た
が
っ
て
流
れ
る
』
の
原
則
を
採
用
」
し
た
。
た
と
え
ば
、

狭
西
省
享
県
裏
道
村
と
上
大
林
村
と
は
一
つ
の
行
政
村
に
属
し
、
質

叢
論
は
土
地
多
く
水
少
く
、
上
大
林
村
は
土
地
少
く
水
が
多
か
っ
た
。

賞
陀
で
は
余
分
の
土
地
の
放
棄
を
望
み
、
同
時
に
上
大
林
に
水
の
分

配
を
要
請
し
た
。
し
か
し
、
上
大
林
で
は
従
来
通
り
の
水
量
を
保
存

す
る
こ
と
を
望
み
、
質
陀
の
土
地
を
も
ら
お
う
と
し
な
か
っ
た
。
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

論
の
結
果
、
水
利
は
し
ば
ら
く
そ
の
ま
ま
と
し
、
両
村
間
に
水
利
の

便
あ
る
土
地
と
便
の
な
い
土
地
と
を
平
均
に
分
配
す
る
こ
と
に
決
定

し
た
。
彌
陀
の
農
民
は
上
大
林
の
水
利
の
便
あ
る
土
地
を
分
配
さ
れ

⑪
た
。　

し
か
し
、
こ
の
水
利
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
土
地
改
革

後
の
、
既
存
の
水
利
の
配
分
政
策
だ
け
で
は
解
決
せ
ず
、
後
に
水
利

を
新
た
に
ひ
く
こ
と
に
よ
り
解
決
が
追
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

と
き
、
現
象
的
に
は
、
水
利
建
設
の
た
め
郷
－
行
政
村
の
合
併
、
調

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
カ
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
り

整
が
行
わ
れ
る
な
ど
水
利
を
テ
コ
に
し
て
、
経
済
圏
・
行
政
圏
・
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

民
の
生
活
圏
拡
大
が
急
速
に
進
ん
だ
。
し
か
し
、
経
済
圏
等
の
拡
大

の
過
程
は
、
農
村
の
分
散
性
を
克
服
す
る
過
程
で
も
あ
り
、
新
し
い

統
一
的
な
経
済
地
域
の
過
程
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
水
利
化
を

促
し
た
中
国
農
村
の
経
済
的
基
盤
そ
の
も
の
を
閥
題
と
せ
ね
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

　
農
村
に
お
い
て
経
済
的
基
盤
を
確
立
し
、
社
会
主
義
化
を
完
遂
す

る
た
め
に
は
、
農
業
に
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
業
機
械
や
化
学
肥
料

な
ど
が
導
入
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
援
助
す
る
工
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業
に
能
力
が
な
い
場
合
に
は
、
農
民
の
生
産
を
集
団
化
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

よ
っ
て
農
業
を
社
会
主
義
的
に
改
造
す
る
こ
と
が
、
よ
り
重
視
さ
れ

る
。
中
国
に
お
い
て
は
、
土
地
改
革
以
来
人
罠
公
社
成
立
ま
で
が
ほ

ぼ
こ
の
段
階
に
相
当
す
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
中
国
の
農
村
に
お
い

て
は
、
徐
々
に
少
く
な
っ
て
き
た
も
の
の
過
剰
労
働
力
が
存
在
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

い
た
。
こ
の
対
策
と
し
て
ハ
ま
ず
農
業
そ
れ
自
体
に
労
働
力
を
吸
収

し
、
そ
の
役
割
り
を
い
っ
そ
う
強
め
る
方
向
が
と
ら
れ
た
。
ま
た
、

農
業
の
集
約
化
及
び
魚
蝋
、
推
肥
な
ど
農
業
の
基
本
建
設
に
お
け
る

向
上
、
あ
る
い
は
八
字
憲
法
の
確
立
等
に
よ
る
農
業
の
純
技
術
的
側

　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

面
の
発
展
に
寄
与
し
た
。
し
か
し
、
農
業
協
同
組
合
の
生
産
は
「
因

地
制
宜
」
の
原
則
に
基
づ
き
専
門
的
な
生
産
を
進
め
る
と
同
時
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

単
一
化
の
傾
向
に
陥
っ
て
は
な
ら
ず
、
農
、
林
、
牧
畜
、
副
業
及
び

経
済
作
物
の
生
産
を
は
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
農
業
の

集
約
化
を
す
す
め
る
と
周
蒔
に
農
業
の
多
部
門
発
展
を
は
か
る
こ
と

　
　
⑰

で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
農
業
各
部
門
の
「
商
品
」
生
産
の
増
大
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

耕
地
面
積
の
拡
大
、
労
働
力
の
地
域
的
調
整
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
経
済
地
域
は
こ
の
段
階
で
大
き
な
変
化
を
み
せ
る
。

　
た
だ
農
業
部
門
の
み
の
発
展
と
い
う
段
階
で
は
、
農
民
に
は
あ
る

い
い
方
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
半
年
辛
苦
半
年
聞
」
「
吃
正
月
、
坐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

二
月
、
三
月
頭
上
還
可
歓
一
激
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、

冬
の
農
閑
期
の
克
服
が
完
遂
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
農
閑
期
を
中
心
と
し
て
副
業
生
産
に
重
点
が
お
か
れ

た
。
そ
の
う
ち
、
当
然
あ
る
労
働
力
は
通
年
副
業
を
行
う
た
め
、
農

業
と
副
業
の
労
働
力
は
統
一
的
に
配
分
さ
れ
た
。
山
脚
省
の
例
で
は
、

社
務
委
員
会
が
全
協
同
組
合
の
副
業
労
働
力
を
と
ら
え
平
均
的
に
計

算
し
、
各
耕
作
隊
に
分
配
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
過
剰
労
働
力
を

副
業
に
投
入
し
農
業
生
産
の
増
大
に
利
用
し
た
。

　
ま
た
一
方
で
は
、
農
業
基
本
建
設
の
中
で
、
水
利
建
設
の
発
展
が

農
業
生
産
力
の
向
上
に
寄
与
し
た
が
建
設
途
上
で
農
民
が
工
事
人
と

し
て
参
加
し
、
公
社
化
ま
近
な
段
階
で
は
、
労
働
力
吸
収
、
協
同
組

合
の
ワ
ク
を
こ
え
た
協
力
と
い
う
点
で
顕
著
な
働
き
を
示
し
た
。

　
工
業
発
展
な
ど
の
多
部
門
発
展
は
人
民
公
社
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
農
業
協
同
組
合
段
階
で
の
農
業
の
集
約
化
、
多
部
門
化
は
大

量
の
資
金
支
出
を
必
要
と
せ
ず
、
し
か
も
か
な
り
速
や
か
に
そ
の
効

果
を
あ
げ
た
こ
と
は
、
中
国
農
村
の
新
し
い
経
済
地
域
の
形
成
に
も
、

一
定
の
影
響
を
与
え
た
。

2
　
経
済
地
域
形
成
の
例
及
び
生
産
の
計
画
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
⑳

　
こ
こ
で
、
江
蘇
省
習
業
専
区
述
陽
県
折
下
郷
、
山
西
省
の
例
を
ひ
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中国農村における経済地域（駒井）

第1表　江蘇省沐陽県旧長廠区折濤郷の農民構成
　　　　　　　　　　　（全国平均をも含む）

戸釧 剰全国％

　貧　　　農
　　　　　　　ぷ新しい下層中濃
もとからの下層中農

新しい上層中農
もとからの上層中農

　密　　　農

　地　　　主

387

134

47

86

110

39

26

46．7

16．14

5．66

10．36

13．25

4．7

3．13

32．6

20．5

18．4

9．2

11，9

2．7

3．3

注）折望郷について．は『中国農村的社会主義高潮』中共

　中央弁公庁網p．305より作成。全鼠平均について
　はTung　Ta－Lin‘‘Agricultural　Co－operation　in

　China”p。59より。また，全国平均の合計が100％

　にならないのは農1村における労働者L4％を削除し

　たためである。

　＊新しい一一とは，土地改革以後出現したものをい
　　う。

官
田

詮5黙

ノ　、

章
集
公
社

i
覧
、

）
慧
、

！一〇｛『〇一u
　　　　　i’

准陰専区

　湯澗公社

　　　　　　4m
　．陀冠一　　　　～
謬　　　　’賦3．r．£

＼
ワ
／

、
＼
「
／
！

小
店
公
社

馬’

廠
ゴ
人
民
公
社

ノ述陽県
12

ノ輔鰍
／
一

［

き
な
が
ら
さ
ら
に
考
察
を
進
め
よ
う
。
一
九
五
五
年
当
時
魚
心
郷
は

一
八
の
自
然
村
よ
り
な
り
、
八
二
九
戸
、
三
、
九
四
八
人
、
階
級
構

成
は
第
1
表
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
完
全
労
働
力
は
六
九
七
、
半
労

働
力
は
六
〇
四
、
農
具
は
荷
馬
車
九
九
、
黎
三
八
四
（
う
ち
薪
式
黎
及

　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

び
二
輪
二
刃
プ
ラ
ウ
ニ
五
）
、
杷
（
と
う
ぐ
わ
一
、
一
九
五
）
、
講
子
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨

三
。
一
九
五
四
年
に
は
、
付
近
に
ト
ラ
ク
タ
ー
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
一
ヵ
所
設
立
さ
れ
、
そ
の
機
械
耕
作
面
積
は
六
、
○
○
○
ム
ー

で
あ
る
。
こ
の
郷
の
協
同
化
運
動
は
一
九
五
一
年
春
の
災
害
克
服

馬廠

’

t

　　　　〃’
　　　　づ

謙”

塘溝公社

　z／
一

／

！ノ

平

メ父4m公
　5m

太

　　’周集公社　＼

公社界
公路

・一…一一一 ﾁ概排水渠

＿＿＿＿＿ r水渠

O　1　2km
一一 @　　　　　　　　　　盟二色叢原、ヒ
　　　　　第2図　馬廠人民公琶図（第10表公社番号40）

注）『地理学報誰25－2　p。134付図より作成。

懸鍍齢原土

□1麩羅土

の
た
め
の
生
産
運
動
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
の
郷
は
平
原
を
し
め
（
第

2
図
）
、
地
勢
は
低
温
で
よ
く
水
害
を
う
け
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
二

年
以
後
は
再
話
へ
の
導
水
路
が
完
成
し
、
水
量
が
調
節
さ
れ
た
た
め

増
水
は
ま
ぬ
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
五
一
年
の
春
か
ら
四
郷
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⑮

に
は
四
つ
の
季
節
的
互
助
組
が
あ
っ
た
が
（
第
2
表
）
、
こ
の
段
階
で

は
互
助
組
に
あ
る
共
同
労
働
と
分
散
経
営
と
い
う
矛
盾
が
露
呈
し
た
。

そ
こ
で
祈
濤
郷
で
は
自
主
自
願
の
原
則
に
も
と
づ
き
農
業
協
同
組
合

を
作
っ
た
。
一
九
五
三
年
十
月
中
共
中
央
が
全
国
互
助
合
作
会
議
を

開
き
、
協
同
組
合
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
一
九
五
三
年
冬
～
五
四
年
春

の
期
間
に
十
分
準
備
を
し
一
～
二
の
協
同
組
合
を
作
る
よ
う
に
指
示

　
　
　
　
　
　
　
㊧

し
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
折
濤
郷
は
全
国
的
に
み
て
先
進
的
な
部
類

に
入
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
全
国
的
に
農
業
協
同
組
合
化
が
高
ま

る
一
九
五
四
年
の
秋
に
は
協
同
組
合
は
八
で
農
家
総
戸
数
の
二
六
・

五
％
、
互
助
組
は
五
三
で
五
三
・
八
％
を
し
め
た
（
第
2
蓑
）
。

　
一
九
五
五
年
春
か
ら
秋
に
か
け
生
産
の
高
ま
り
と
と
も
に
協
同
組

合
の
型
は
少
し
大
き
く
な
り
、
多
く
の
組
合
員
に
収
入
の
増
加
が
み

ら
れ
た
。
増
加
は
ω
加
入
前
労
働
力
の
少
か
っ
た
農
家
、
＠
比
較
的

労
働
力
の
あ
る
貧
農
ま
た
は
新
中
農
、
の
労
働
が
多
い
も
の
に
み
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
た
。
山
西
省
平
順
県
で
は
、
同
時
期
の
協
同
組
合
の
長
所
と
し
て

「
貧
的
変
富
、
富
的
更
富
し
を
あ
げ
て
い
る
。
以
前
の
農
民
の
生
活

は
「
半
年
糠
菜
半
年
粒
」
　
「
少
穿
没
戴
、
少
鋪
毒
素
」
で
あ
っ
た
が
、

協
同
組
合
化
後
、
　
「
頓
頓
吃
飽
飯
、
年
年
有
余
糧
、
過
年
過
節
還
能

吃
到
三
和
面
」
、
「
身
上
三
三
市
布
衣
、
黒
三
蓋
的
花
糸
幌
」
と
変
化

考備

第2表　折豊郷の農業協同組合化

互助組の 数々業協同組合の数1

互助組成雪年

組合出現（全国平均より早い）

％は全農家i数に対する

eま冥組合・イヒ終結

組合の大型化

高級農業協同組合化完了

馬廠人民公社へ

（加入戸数）

1

3 28

4 47

8

16

13

4

4

202　（26．5　90　）

464（60．790）

716（93．7ero）

736（96．3a／‘o）

829（100　90）

季節的

｛塞翻

全年的｛
季節的

全年的｛
季節的

4

28

2t

g
2g
：
；
g
53（411）コ53．890）

・6（185戸24．690）

1951年春

1952年春

1953年春

1954年春

秋

1955年春

　　秋
1956年

1957年

1958年秋

注）同上．・P．306～30ZP．316『地理学報』25－2P・315・より作成。
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中国農村における経済地域（駒井）

し
た
。
こ
の
段
階
で
の
大
型
化
の
原
因
と
し
て
、
折
濤
郷
で
は
、
大

型
組
合
ほ
ど
④
大
野
に
増
産
が
進
む
、
㈲
専
任
幹
部
が
で
、
管
理
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
か
く
て
一
九
五
五
年
秋

に
は
農
業
協
同
組
合
は
一
三
に
ま
で
発
展
し
秋
季
耕
作
活
動
の
中
で

一
応
の
基
礎
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
依
拠
す
べ
き
貧
農
・
下
層
中
農
の
一
定
部
分
に
も
組
合

経
営
に
積
極
的
で
な
い
も
の
が
い
た
。
彼
ら
は
ω
労
働
力
の
欠
乏
し

て
い
る
も
の
は
加
入
後
も
労
働
が
得
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

「
入
社
労
働
不
過
人
家
、
要
挨
餓
」
㈱
過
去
働
い
て
も
収
入
が
あ
げ

ら
れ
な
か
っ
た
た
め
怠
け
老
と
な
っ
て
い
る
。
の
世
話
を
う
け
て
い

る
一
人
者
（
老
人
隅
子
供
、
や
も
め
な
ど
）
は
加
入
を
望
ま
な
い
。
　
「
入

社
別
入
又
不
能
轄
忙
、
自
己
揮
靴
墨
野
分
、
塗
薬
／
」
な
ど
を
理
由

と
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
組
合
員
及
び
農
民
の
思
想
が
ま
だ
十
分

に
改
造
さ
れ
て
い
ず
、
彼
ら
が
農
村
に
お
い
て
生
き
た
労
働
力
に
な

り
え
て
い
な
い
、
ま
た
な
ら
し
め
る
強
い
要
因
が
存
在
し
て
い
な
い

か
あ
る
い
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
客
観

的
に
は
、
彼
ら
は
過
剰
労
働
力
と
し
て
農
村
に
「
遊
ん
で
」
い
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
山
西
省
で
は
、
一
九
五
五
年
の
こ
の
段
階
で
一
応
の
総
括
を
し
た
。

折
濤
郷
で
の
「
過
剰
労
働
力
」
現
象
同
様
、
こ
れ
を
克
服
す
る
こ
と

を
中
心
に
耕
畜
、
農
具
、
耕
作
区
と
肥
料
分
配
法
を
調
整
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
労
働
力
翻
田
間
工
作
隊
、
林
業
股
、
牧
畜
股
、
基
本
建
設
股
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
労
働
組
織
を
う
ち
た
て
た
。
こ
れ
は
「
合
作
祖
型
一
叢
蜂
」
と
い

う
批
評
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
耕
作
区
、
肥
料
－
地
質
の
良
好
、

作
物
の
種
類
に
よ
っ
て
わ
け
た
。
　
「
人
尽
写
生
、
地
尽
分
力
、
物
尽

自
用
」
に
も
と
づ
き
指
導
原
則
を
き
め
、
い
く
つ
か
の
重
点
郷
を
お

き
長
期
的
展
望
を
こ
め
た
計
画
を
作
っ
た
。
抗
日
戦
争
以
前
の
「
糠

湯
聖
水
家
常
飯
、
聖
主
小
米
自
選
年
」
が
「
米
変
生
活
花
様
、
油
塩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

調
号
加
酷
醤
」
と
な
っ
た
西
溝
郷
で
は
指
導
者
が
シ
ベ
リ
ア
の
大
植

林
計
画
、
グ
ル
ジ
ヤ
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
電
化
な
ど
の
経
験
を
導
入
し

農
業
の
全
面
的
発
展
を
は
か
る
計
画
を
た
て
た
。

　
折
濤
郷
で
も
計
画
を
た
て
た
が
、
　
「
遊
ん
で
い
る
」
労
働
力
の
存

在
、
農
作
物
の
自
給
用
穀
物
申
心
主
義
、
不
完
全
な
施
肥
の
状
態
か

ら
み
て
、
計
画
は
当
然
全
面
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
重
点

と
な
っ
た
も
の
は
、
④
農
業
協
同
化
を
進
め
高
級
の
段
階
に
入
る
。

㈲
穀
物
生
産
を
高
め
な
が
ら
牧
畜
業
に
力
を
入
れ
、
農
業
の
多
部
門

化
を
は
か
る
。
の
ト
ラ
ク
タ
ー
使
用
の
拡
大
な
ど
農
業
外
部
か
ら
の

支
援
を
う
け
る
。
⇔
水
害
を
な
く
し
灌
概
面
積
を
広
め
、
水
利
化
を
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す
す
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ω
に
関
し
て
は
、
馬
廠
蕩

農
業
生
産
協
同
組
合
を
は
じ
め
、
時
期
の
遅
速
は
あ
れ
、
窟
農
な
ど

他
の
単
独
経
営
農
民
を
は
じ
め
組
織
で
き
る
農
民
を
す
べ
て
組
織
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

一
九
五
八
年
初
頭
に
は
高
級
農
業
生
産
協
同
組
合
に
発
展
し
た
。

（
協
同
組
合
が
高
級
の
段
階
に
入
る
と
き
、
も
と
の
協
同
組
合
を
合
併
す
る
。

折
灘
郷
で
は
四
つ
の
組
合
が
合
併
し
た
が
そ
の
詳
細
は
不
明
。
た
と
え
ば
虹

　
　
　
　
⑮

橋
人
民
公
社
の
場
合
協
同
組
合
と
高
級
農
業
協
同
組
合
と
の
関
係
は
第
3
図
、

の
と
お
り
）
㈲
に
関
し
て
は
、
従
来
の
穀
物
生
産
中
心
主
義
を
生
か

し
増
大
を
は
か
り
な
が
ら
、
多
毛
作
の
耕
作
面
積
を
拡
大
さ
せ
、
低

湿
地
に
水
稲
を
導
入
し
、
養
豚
を
行
い
厩
肥
と
緑
肥
に
よ
る
人
工
肥

料
を
作
り
だ
し
た
。
養
豚
は
湖
南
省
で
の
経
験
「
社
社
有
母
猪
、
郷

　
　
　
⑭

郷
有
公
猪
」
を
導
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
0
9
に
つ
い
て
は
、
前
述
の

ご
と
く
こ
の
あ
た
り
は
ト
ラ
ク
タ
ー
・
ス
テ
ー
シ
温
ン
が
い
ち
早
く

導
入
さ
れ
、
農
業
の
機
械
化
の
テ
ン
ポ
は
速
か
っ
た
。
高
級
段
階
で

は
、
一
九
五
五
年
当
時
の
約
二
倍
の
耕
作
地
が
機
械
に
よ
る
も
の
と

な
り
、
そ
の
テ
ン
ポ
は
衰
え
て
い
な
い
。
◎
の
水
利
化
は
農
業
外
部

か
ら
の
農
業
支
援
で
あ
り
、
農
家
の
過
剰
労
働
力
を
吸
収
す
る
に
は

高
い
効
果
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
地
域
の
長
年
の
願
望
で
あ
っ

た
水
害
の
排
除
に
効
果
を
発
揮
し
、
灌
概
用
水
の
配
麗
に
よ
り
灌
概

初級組合界

高級組合界

　　　　第3図璽初級農業生産協同組合と高級組合との関係（虹橋公社の例）

注）rアジア経済』1967－2Jp・49．資料「人斑公社前進」より作成。
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中国農村における経済地域（膨耕）

面
積
を
拡
大
で
き
る
。
水
利
化
に
は
こ
れ
ら
の
意
義
が
あ
る
が
、
実

際
は
用
水
路
を
敷
く
こ
と
が
行
わ
れ
た
だ
け
で
人
民
公
社
化
を
ま
た

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
第
2
図
に
は
灌
概
・
排
水
路
が
記
入
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
専
区
に
よ
る
配
置
で
あ
り
、
こ
の
郷
で
は
こ
の
配

置
に
先
が
け
て
水
利
建
設
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
五
八
年
初
頭
か
ら
は
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
計
画
及
び
い

っ
そ
う
の
水
利
建
設
が
進
み
、
馬
廠
蕩
組
合
を
中
心
と
し
て
、
郷
を

単
位
と
す
る
高
級
農
業
生
産
協
同
組
合
の
連
合
体
に
よ
り
、
計
画
を

完
遂
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
豚
肉
を
塩
づ
け
に
す
る
加
工
場
を
は
じ

め
工
場
の
必
要
性
も
生
じ
、
　
資
金
繰
り
だ
し
の
た
め
に
も
、
　
こ
の

「
連
合
体
」
構
想
を
い
ち
だ
ん
と
進
め
た
。
一
九
五
八
年
、
い
わ
ゆ

　
　
　
　
　
⑯

る
北
戴
河
決
議
に
も
と
づ
き
、
新
し
い
組
織
体
を
作
る
よ
う
指
示
さ

れ
る
や
、
こ
の
地
域
で
は
馬
廠
蕩
を
中
心
に
し
て
長
良
人
民
公
社
を

誕
生
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

一［

@
「
基
礎
地
域
」
と
し
て
の
人
民
公
社
経
済
地
域

1
　
そ
の
「
範
囲
」
に
つ
い
て

　
公
社
化
後
、
言
々
人
民
公
社
は
農
業
の
多
部
門
化
を
進
め
、
一
九

五
八
年
末
作
物
の
構
造
は
穀
物
六
九
・
五
％
、
大
豆
二
〇
・
一
％
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磨

経
済
作
物
五
・
三
％
、
そ
の
他
の
作
物
五
・
一
％
を
示
し
た
。
ま
た
、

豚
肉
の
塩
づ
け
加
工
場
の
ほ
か
、
搾
油
工
場
な
ど
の
農
業
を
支
援
す

る
工
場
も
生
ま
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
公
社
が
生
産
部
門
全
体
の
多

部
門
化
に
よ
っ
て
地
域
の
「
総
合
化
」
を
め
ざ
し
た
も
の
と
い
え
る
。

一
方
、
水
利
建
設
を
実
際
に
進
め
、
い
く
つ
か
の
高
級
農
業
生
産
協

同
組
合
の
連
合
を
強
め
た
指
導
部
は
、
馬
廠
蕩
を
中
心
に
し
た
連
合

体
を
包
括
す
る
新
し
い
〃
郷
”
と
い
う
〃
行
政
単
位
1
1
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
〃
連
合
体
”
の
ア
ウ
ト
・
ラ
イ
ン
と
し
て
従
来
の
郷
を
合

併
し
た
の
で
あ
る
。
〃
郷
”
は
、
公
社
建
設
が
組
合
の
個
々
の
範
囲

を
こ
え
て
も
、
常
に
ま
と
ま
り
を
保
持
す
る
よ
う
に
働
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ち

　
郷
の
性
格
は
、
経
済
的
に
は
一
応
中
国
の
最
低
級
の
ホ
ズ
ラ
ス
チ

　
　
⑰

ヨ
ー
ト
単
位
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
級
単
位
に
対
し
「
分
級
管

理
」
の
方
法
を
と
る
一
方
、
自
ら
は
工
業
を
う
ち
た
て
総
合
化
を
は

か
り
、
地
方
の
経
済
・
文
化
の
総
合
的
単
位
と
し
て
国
家
の
対
内
的

機
能
を
縮
小
さ
せ
る
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
前
述
の
ご
と
く
、
農

村
の
技
術
的
・
文
化
的
後
進
性
は
長
年
解
決
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
農
村
の
よ
う
に
地
域
的
に
分
散
し
た
対
象
を
指
導
す
る
際

に
は
、
一
定
の
地
域
を
統
一
的
指
導
の
単
位
と
す
る
拠
点
に
設
定
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐙
、

地
域
内
の
す
べ
て
の
対
象
を
直
接
指
導
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
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こ
の
地
域
的
拠
点
は
農
村
で
の
技
術
・
文
化
等
の
改
革
を
も
促
進
し
、

農
村
に
対
す
る
都
市
の
政
治
的
・
経
済
的
・
文
化
的
支
援
を
効
果
的

に
実
現
す
る
こ
と
の
で
き
る
拠
点
で
も
あ
る
。
こ
の
単
位
は
適
切
な

大
き
さ
を
要
し
そ
の
範
囲
内
で
は
諸
条
件
に
差
が
あ
ま
り
な
く
、
統

一
的
・
総
合
的
に
指
導
し
う
る
幹
部
と
指
導
機
関
、
物
質
的
・
技
術

的
・
文
化
的
手
段
を
そ
な
え
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地

域
的
拠
点
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
は
、
中
国
で
は
人
民
公
社
が
あ

げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
人
民
公
社
の
場
合
は
ま
だ
不
十
分
な

　
　
　
⑲

点
が
多
い
。
ω
後
述
の
ご
と
く
、
公
社
工
業
が
設
置
拝
堂
の
加
工
場

等
の
域
を
十
分
脱
し
て
い
な
い
。
（
本
来
公
社
工
業
が
地
元
原
料
、
と
く

に
農
産
物
の
加
工
に
力
を
入
れ
る
こ
と
を
主
金
的
と
す
る
な
ら
ば
や
む
を
得

な
い
か
も
し
れ
ぬ
が
、
こ
こ
で
は
都
市
と
農
村
の
差
、
工
業
と
農
業
の
差
が

問
題
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
）
。
㈲
人
民
公
社
の
大
き
さ
と
質
と
が
現
在

で
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
　
（
後
述
の
准
陰
専
区
の
ご
と
く
、
都
市
近
郊
の

人
民
公
社
と
〃
純
農
村
”
部
の
公
社
と
で
は
呉
傭
す
る
生
産
部
門
構
成
に
か

な
り
の
相
違
が
あ
り
、
総
合
化
の
発
展
段
階
が
異
っ
て
い
る
）
　
㊥
〃
毛
引

　
⑩
合
一
”
と
生
産
隊
独
立
採
箕
制
実
施
か
ら
矛
盾
が
存
在
す
る
。
（
“
三

社
合
一
”
制
度
に
よ
り
、
人
民
公
社
は
農
村
で
政
治
的
、
経
済
的
に
統
一
指

導
が
で
き
る
が
、
実
際
に
は
常
磁
公
社
の
独
立
採
算
の
基
本
単
位
が
生
産
隊

　
　
　
⑳

に
「
移
行
」
し
て
お
り
、
公
社
単
位
の
計
画
と
生
産
大
隊
、
　
生
産
隊
計
画

の
実
施
蒔
に
二
元
的
に
な
り
矛
盾
を
生
ず
る
可
能
性
を
も
つ
）
　
⇔
し
か
も
、

一
つ
の
人
民
公
社
に
は
生
産
隊
が
三
五
〇
～
三
〇
ほ
ど
あ
り
、
各
公

社
の
指
導
密
度
に
濃
淡
が
生
じ
る
。
こ
の
四
点
か
ら
、
〃
地
域
的
拠

点
”
と
い
う
観
点
か
ら
人
民
公
祉
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
、
現
在
で

は
尚
早
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
う
し
た
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

点
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
北
京
市
長
区
の
人
民
公
社
を
中
心
に
経
済
地

域
の
考
察
を
行
う
。

2
　
人
民
公
社
経
済
地
域
の
生
産
発
展
と
管
理

　
北
京
賎
業
区
（
第
4
図
）
で
も
公
社
化
後
経
済
地
域
の
確
立
を
急

い
で
い
る
が
、
い
ず
れ
も
多
く
の
問
題
を
か
か
え
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
小
湯
山
人
民
公
社
で
は
公
社
化
後
三
つ
の
大
き
な
問
題
が
残
っ

　
　
⑫

て
い
た
。
そ
れ
は
、
ω
生
産
に
は
首
都
の
発
展
の
要
求
に
応
え
ね
ば

な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
②
社
員
の
収
入
が
十
分
高
く
は
な
く
、
社

内
経
済
が
管
理
区
に
よ
り
不
均
等
発
展
し
て
い
る
。
③
公
社
フ
ォ
ン

ド
の
蓄
積
が
と
ぼ
し
く
、
拡
大
再
生
産
の
能
力
が
う
す
い
こ
と
、
で

あ
っ
た
。

　
ω
の
問
題
は
小
湯
山
公
社
が
北
京
市
の
北
郊
を
し
め
る
こ
と
か
ら

く
る
も
の
で
あ
る
。
　
「
首
都
の
発
展
の
要
求
」
と
は
、
墨
磨
公
社
に
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中国農村にお一ける経済地域（駒井）
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　　　　　　　　第4図　北京郊区公社の位概及び小湯山公社生産類型

注）孫敬之主編r華北経済地理』p．76r人民公社経済規劃輿経済地理文集』p．189，
　駒井正一r世界地誌ゼミナール東アジア編』所収「人罠公社論」（予定）より。
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対
し
て
は
副
食
品
生
産
、
と
り
わ
け
疏
菜
を
供
給
す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
来
、
各
公
社
に
お
け
る
食
糧
と
疏
菜
の
適
当
な
安
配
に
は
ω
国
家

の
需
要
を
満
足
さ
せ
る
、
㈲
総
生
産
最
増
加
だ
け
で
な
く
、
市
場
に

応
じ
て
「
商
品
」
疏
菜
及
び
そ
の
多
様
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
は
か
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
因
時
因
地
制
宜
の
原
則
を
貫
く
等
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

北
京
郊
区
は
公
社
化
前
よ
り
そ
の
要
講
に
応
え
、
聡
悟
の
増
産
を
は

か
っ
て
き
た
。
第
3
表
に
よ
り
、
著
名
な
重
心
区
四
季
青
公
社
の
前

身
の
一
つ
で
あ
る
四
季
青
農
業
生
産
協
同
組
合
が
、
い
か
に
疏
菜
に

第3表 北京市海淀区四累脊協同組合財務収支
　　　　　　　　　　　　（1956年）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

重
点
を
お
い
て
い
た
か
が
わ
か
る
。
公
社
化
後
政
府
の
助
け
を
得
、

数
年
で
野
菜
畑
の
水
利
工
事
も
進
め
ら
れ
、
一
九
六
五
年
こ
ろ
か
ら

そ
の
効
果
が
発
揮
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
各
公
社
で
は
「
三

安
定
」
の
政
策
が
と
れ
、
野
菜
栽
培
面
積
を
減
少
さ
せ
州
民
点
に
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

り
む
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
　
コ
ニ
安
定
」
政
策
と
は
ω

面
積
、
②
生
産
量
、
㈲
価
格
を
昨
年
の
水
準
に
保
ち
、
質
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
野
菜
栽
堆
面
積
は
一
九
六
三
年
来
減
少

し
て
い
る
。
」
九
六
三
年
に
は
、
前
年
に
く
ら
べ
五
・
五
％
、
一
九

収 入　1 支 出

千元 千元

生産収入 901 生産費用 321

釈　　　食 72 種　　　子 34

油料作物 1 肥　　料 136

読　　　菜 812 農　　　薬 2

農業副産物 10 耕畜費 71

豚 3 機耕費 ｝

副業収入 152 修理費 2

労力輸出 50 農雑費 74

運　　　輸 79 豚費用 0

煤歴加工 4 副業費用 37

豆　　　腐 1 労　力費 3

粉　　　…条 15 運輸費 20

雑項収入 7 煤歴費 0

豆　二条 0

粉条費 11

管理費用 2

計 360

税掲保険 34

農業税 34

副　業税 2

家嘉保険費 一
公　績　金 46

基建資金 皿

出産資金 46

公　益　金 6

労働報酬 611

合　　計
1・・6・1

合　　計
1・・66

近藤康男r中国のあしおと2p．272，1959

六
四
年
は
前
年
に
く
ら
べ
一
九
％
減

少
し
北
京
郊
区
だ
け
で
野
菜
畑
は
一

〇
万
ム
ー
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

玉
野
潭
公
社
は
全
耕
地
一
万
九
七
ム

ー
の
う
ち
野
菜
畑
が
九
、
○
○
○
余

　
　
　
　
　
⑯

ム
ー
を
し
め
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
各

公
社
に
お
い
て
は
疏
菜
の
位
置
が
い

さ
さ
か
も
減
少
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
逆
に
工
夫
を
こ
ら
し
、
従
来
の

「
半
労
働
力
」
－
婦
人
労
働
力
の
投

入
、
技
術
導
入
を
は
か
り
、
増
産
が
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中国農村における経済地域（駒井）

追
求
さ
れ
て
い
る
。
前
老
の
例
は
芦
溝
橋
公
社
の
一
生
産
隊
で
、
婦

人
労
働
力
が
苗
つ
け
、
忌
び
き
、
つ
み
と
り
な
ど
野
菜
管
理
の
一
切

を
行
い
、
白
菜
、
セ
リ
、
ネ
ギ
な
ど
を
作
り
、
「
九
六
二
年
で
は
一
ム

ー
あ
た
り
五
、
九
〇
〇
塊
、
商
品
野
菜
＝
一
五
万
㎏
）
を
生
産
し
て
い

⑰る
。
そ
し
て
、
男
子
社
員
を
し
て
、
　
「
噛
椚
隊
如
果
昇
等
這
歴
多
婦

女
参
加
労
働
、
疏
菜
非
欄
在
地
里
不
可
」
と
い
わ
し
め
て
い
る
。
ま

た
後
者
の
例
で
は
四
季
青
公
社
で
は
、
公
社
化
後
九
〇
人
よ
り
な
る

温
室
栽
培
生
産
隊
を
設
け
、
一
間
あ
た
り
一
冬
の
収
穫
高
が
一
九
六

五
年
で
は
一
四
〇
㎏
に
ふ
え
て
い
る
。
う
ち
二
〇
万
聴
は
「
商
品
」

で
あ
り
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
ニ
ラ
な
ど
種
類
も
豊
富
で
あ
る
。

こ
の
生
産
は
ω
市
場
の
、
消
費
量
に
も
と
づ
き
種
ま
き
計
画
を
た
て
る
、

　
　
　
　
　
⑱

＠
大
量
消
費
時
の
た
め
に
、
疏
菜
の
成
熟
期
を
調
節
す
る
、
の
土
地

を
節
約
す
る
た
め
、
宙
づ
り
、
鉢
植
な
ど
の
工
夫
を
す
る
こ
と
に
よ

り
す
す
ん
で
い
る
。

　
小
湯
山
公
社
で
は
、
疏
菜
面
積
は
一
九
五
九
年
に
は
一
九
五
八
年

に
く
ら
べ
、
七
・
四
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
一
九
五
八
年
置
は
疏
菜

の
自
給
用
生
産
が
八
○
％
を
し
め
．
て
い
た
た
め
、
フ
ォ
ソ
ド
蓄
積
を

　
　
⑱

は
か
る
③
の
問
題
と
も
関
連
し
て
農
業
生
産
に
お
け
る
最
大
の
「
商

品
」
と
し
て
追
求
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
二
年
の
見
つ
も
り
で
は
、

疏
菜
の
商
品
生
産
高
は
全
農
業
生
産
高
の
七
八
・
四
五
％
を
し
め
、

全
商
品
生
産
高
の
二
七
・
五
％
を
し
め
る
こ
と
に
な
り
、
小
湯
山
公

社
の
提
供
す
る
主
要
商
品
と
し
て
、
最
近
で
は
一
応
首
都
の
要
求
に

「
応
え
て
」
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
四
季
青
な
ど
の
北
京
西
部
、

芦
溝
橋
公
社
な
ど
の
南
部
に
く
ら
べ
、
そ
の
商
品
化
率
は
い
ま
だ
低

い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
②
の
問
題
は
、
小
湯
山
公
社
が
依
然
と
し
て
生
産
大
隊
を
中
心
と

す
る
独
立
採
算
綱
を
と
る
こ
と
か
ら
く
る
も
の
で
あ
り
、
公
社
所
有

の
比
重
の
小
さ
さ
を
示
し
て
い
る
。
公
社
管
理
区
の
う
ち
、
も
と
も

と
生
産
力
の
水
準
が
高
か
っ
た
の
は
公
社
北
部
の
山
主
な
い
し
半
山

区
で
あ
っ
た
雀
村
、
興
寿
、
上
質
、
上
庄
で
あ
り
、
低
か
っ
た
の
は

小
湯
山
と
電
鍵
塗
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
公
社
化
前
、
前
者
の
グ
ル

ー
プ
に
は
、
経
済
作
物
と
し
て
「
商
品
化
」
で
き
る
果
樹
、
搾
油
用

作
物
、
林
業
、
薬
草
の
栽
培
な
ど
の
農
業
に
お
け
る
多
部
門
発
展
の

相
対
的
発
展
が
み
ら
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
後
者
の
グ
ル

ー
プ
は
比
較
的
平
地
に
あ
り
、
自
給
用
と
し
て
の
食
糧
、
疏
菜
を
作

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

農
業
面
で
は
読
菜
を
は
じ
め
、
果
樹
を
生
産
発
展
の
一
つ
の
テ
コ
と

し
て
公
社
化
後
各
区
に
植
樹
し
た
。
し
か
し
、
現
在
ま
だ
結
実
し
て
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㊨

い
な
い
の
で
、
北
部
の
現
有
の
果
樹
の
み
の
生
産
量
を
高
め
ね
ば
な

ら
な
い
制
限
が
あ
る
。
一
方
食
糧
生
産
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
三
年

以
降
公
社
中
心
小
湯
山
を
は
じ
め
と
し
、
幹
部
、
農
業
科
学
関
係
者
、

農
民
の
〃
三
手
合
”
を
も
と
に
④
規
模
が
大
き
い
、
㈲
農
民
の
経
験

を
総
括
し
、
科
学
成
果
を
普
及
す
る
こ
と
と
結
合
し
、
の
科
学
技
術

士
を
中
核
に
農
民
も
そ
の
役
割
り
を
は
た
す
こ
と
、
を
目
標
に
し
た

　
　
　
⑫

「
模
範
田
」
を
作
り
、
増
産
及
び
指
導
幹
部
と
末
端
組
織
と
の
結
合

を
は
か
っ
て
い
る
。
　
「
模
範
田
」
は
土
質
の
違
い
を
研
究
し
て
入
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
手
入
れ
す
る
「
豊
作
区
」
の
経
験
を
生
か
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
指
導
幹
部
と
末
端
組
織
が
結
び
つ
く
こ
と
は
〃
露
点
”
と
よ
ば
れ
、

北
京
郊
区
の
他
の
公
社
で
も
広
く
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
公
社
の
農
業
科
学
グ
ル
ー
プ
、
農
業
技
術
普
及
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
気
象
観
測
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
ン
バ
…
に
首
都
そ
の
他
の
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

帰
り
の
知
識
青
年
を
入
れ
機
械
化
、
化
学
化
を
も
は
か
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
第
4
図
の
ご
と
く
生
産
類
型
を
明
ら
か
に
し
「
均
等
」
発

展
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
㈲
の
公
社
フ
ォ
ン
ド
、
公
社
所
有
部
分
の
増
大
の
問
題
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

一
九
五
八
年
に
お
け
る
小
湯
山
の
九
管
理
区
に
は
三
七
・
一
万
元
の

「
金
」
し
が
な
か
っ
た
。
公
社
が
水
利
を
お
こ
し
、
農
業
機
械
を
ふ

や
し
、
牧
畜
場
等
の
建
設
を
行
う
に
は
や
は
り
国
家
貸
付
の
部
分
が

存
在
す
る
。
フ
ォ
ン
ド
を
蓄
積
す
る
た
め
に
は
、
工
業
を
導
入
し
既

存
の
生
産
部
門
を
強
化
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
公
社
化
後
、
こ
の
公
社
に
は
レ
ン
ガ
、
セ
メ
ン
ト
、
製
紙
工
業
等

が
導
入
さ
れ
、
工
業
生
産
高
は
一
九
五

行
年
四
五
・
四
万
元
、
一
九
五
九
年
に

は
一
〇
四
ニ
エ
万
一
7
5
に
達
し
た
。
ほ
と

ん
ど
の
企
業
が
公
社
所
有
で
あ
る
が
、

公
社
の
資
源
を
利
用
し
て
お
り
、
十
分

に
「
加
工
場
し
か
ら
の
域
を
脱
し
き
れ

て
い
な
い
。
ま
た
総
生
産
高
の
三
・
八

六
％
を
し
め
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
一

九
六
二
年
に
お
け
る
公
社
直
属
の
生
産

が
公
社
総
生
産
高
に
し
め
る
比
重
は
み

つ
も
り
で
は
一
六
二
二
％
、
な
か
で

も
公
社
直
属
の
工
業
生
産
高
は
全
公
社

に
お
け
る
工
業
の
七
一
・
五
二
％
を
し

め
て
い
る
（
第
4
表
）
。
こ
の
数
字
が
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
も
　
　
も

定
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
総
生
産
か
ら

第4表　「核鉾」単位別生産の発展

1959 1960 1961 1962

1，217．73

　　16．21

　253，04

　　83．79

866．41

14．73

2el．43

85．27

424．10

　　9，67

159．17

90．33

100

　　3．86

100

96．14

公社直属の生産物の生産高

全公社にしめる比重
管理区の合計生産高
全公社にしめる比重

注）r人民公社経済規劉與経済地理文集』p．195より。1961，2はみつもり数。
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中国農村における経済地域（駒井）

　　　　　　　　　　第5表 小湯山人民公社周辺の人民公社

人民公社名称1緻区1轍あ・工業・農ttgi産綱 そ　の他備考等
＋川劇肝区1米・楓とうもろ・しダ・ 耕地3S，OOGムー

南　　口

衛　　星

昌平区

昌平区

米，小蓑，疏菜，農具工場

米，小麦

面積810，000ムー　耕地110，000ムー
1959年疏菜作付面積3，500ムー
1958年穀物総生産量19，740，00G斤

農作業の合理化
深耕隊，送糞隊15，000人

平西副肝区1米・横・献

橋　　梓 懐柔県
疏菜（白菜，大根），小麦，

大麦，とうもろし
！1、麦10，200ムー　畢バツ，風
虫害敵防止策として多角経営

嗣融III購区1米・媛

張喜庄 順義区 とうもろこし
国家へ供出1，348，000斤（1957来）

水披大隊109戸

永豊隣淀区1蔽
清河隣淀劇米・怯鰍
海　淀i海淀区i雪菜，米 1熊睦大隊37・戸

東山悔淀区1蘇開綿懐1農作鍛械化すすむ

四季劃澱区1麟懐甥 1礎鵬も醗嶽・鰍腕
玉淵制海淀区1蘇ブドウ i二二あり

離眺
F
諺繍蟹騰矯

注

　
こ
う
し
て
、
未
解
決
の
問
題
を
残
し
な
が
ら
も
、
北
京

郊
区
の
人
民
公
社
は
北
京
市
当
局
の
政
治
的
・
財
政
的
援

助
を
う
け
、
公
社
経
済
の
確
立
を
急
い
で
い
る
。
北
京
市

財
政
局
で
は
各
区
、
県
財
政
局
が
公
社
経
営
を
助
け
る
た

め
、
　
〃
両
放
・
三
統
・
一
包
”
の
試
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ま
た
正
確
な
収
支
計
画
を
も
と
に
生
産
を
行
う
よ
う
指
導

し
て
い
る
。
企
業
の
財
務
管
理
に
対
し
て
は
〃
定
資
金
、

定
生
産
任
務
、
定
利
潤
、
十
月
提
奨
”
を
行
い
、
事
業
単

助㊤59

r人民公社総覧』p・1～7，丁北京農村人民公社工作経験選編』p．66～72r紅旗』1963，13一
　『中W望ileq：〔業』　1959－4　p．15　よ　りイ乍成。

　まめ財助郊　でえる○二業既はが握み
た
場
合
公
社
所
有
の
部
分
は
増
大
し
、
公
社
が
直
接
把

す
る
経
済
的
力
量
も
大
き
く
成
長
し
て
い
る
と
い
え
る

、
こ
れ
ら
は
工
業
に
か
ぎ
ら
れ
、
特
に
農
業
の
方
面
で

あ
ま
り
成
長
を
み
せ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

存
の
生
産
部
門
強
化
で
は
先
の
疏
菜
の
ほ
か
に
、
牧
畜

強
化
が
考
え
ら
れ
る
。
社
員
に
は
大
小
家
畜
・
禽
の
飼

に
は
豊
富
な
経
験
と
習
慣
が
あ
り
、
公
社
化
直
後
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
小
型
養
豚
場
と
北
京
ア
ヒ
ル
飼
育
場
と
が
増
設
さ
れ

な
．
ど
進
展
を
み
せ
て
い
る
。
こ
れ
も
北
京
の
要
請
に
応

う
る
部
門
と
し
て
存
在
す
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
十
分

は
な
い
。



位
に
は
〃
定
収
入
・
定
支
出
・
差
額
補
助
”
を
行
い
、
収
入
の
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

い
場
合
は
〃
回
収
満
支
”
の
方
法
を
と
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
ま
た
、
公
社
の
上
級
と
の
関
係
か
ら
い
え
ば
、
農
業
税
な
ど
の

税
関
係
が
存
在
す
る
が
、
公
社
幹
部
は
〃
重
利
軽
税
”
思
想
に
陥

り
や
す
い
の
で
、
財
務
当
局
は
税
収
の
た
め
の
「
八
字
憲
法
」
を

作
る
な
ど
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
る
。
ω
宣
　
深
く
入
り
税
収
の
教

育
宣
伝
を
行
う
　
㈲
群
　
大
衆
を
動
か
し
財
政
の
方
針
を
貫
く
、

⑭
定
　
工
作
計
画
・
税
収
任
務
を
定
め
る
、
◎
建
　
行
務
建
設
を

進
め
る
　
㈲
輔
　
納
税
の
援
助
を
行
う
　
㈲
査
　
微
集
し
た
あ
と

検
査
す
る
　
㊥
協
　
生
産
を
促
進
し
、
各
方
面
と
協
力
す
る
　
㈱

比
　
組
織
的
に
比
べ
あ
い
先
進
が
後
進
を
助
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
人
民
公
社
経
済
地
域
確
立
に
は
財
政
管
理
一
〃
政

社
合
一
”
の
利
点
で
も
あ
る
一
が
強
く
作
用
し
て
い
る
が
、
先

の
地
域
的
拠
点
と
い
う
観
点
か
ら
し
て
も
、
な
お
問
題
が
残
る
。

地
域
的
拠
点
に
は
拠
点
内
に
労
働
者
区
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
⑧

想
定
し
て
い
る
が
、
公
社
で
は
ま
だ
不
十
分
な
の
で
あ
る
。
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

的
先
進
的
な
四
季
青
公
社
で
は
居
民
点
計
画
の
中
で
い
く
つ
か
の

経
験
が
だ
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
居
民
点
の
任
務
が
ω
生
産
r

に
便
利
で
あ
る
（
こ
れ
が
も
っ
と
も
主
要
な
も
の
で
あ
り
、
特
に
北
京
の

　
　
　
　
所

　
　
　
　
、
糎
＼

　
　
　
無
謬
発
＼

　
所
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讐
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國農村における経済地域（駒井）

生
産
の
た
め
役
だ
つ
必
要
が
あ
る
こ
と
）
、
㈲
生
活
に
便
利
で
あ
る
（
住
民

の
居
住
、
生
活
条
件
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
）
、
の
首
都
の
要
求
に

合
致
す
る
（
首
都
全
体
の
建
設
計
画
と
合
致
す
る
こ
と
）
こ
と
を
あ
げ
て

い
る
。
ま
た
、
ω
生
産
区
は
食
糧
加
工
や
搾
油
業
が
倉
庫
の
近
く
、

音
、
臭
味
、
煙
を
伴
う
も
の
が
居
住
区
の
風
下
、
水
流
の
下
流
に
設

置
し
、
㈲
居
住
区
は
地
勢
が
比
較
的
高
く
、
水
流
の
上
流
で
排
水
に

便
利
、
文
化
福
利
施
設
が
中
心
に
あ
り
、
．
の
公
共
福
利
施
設
は
居
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

点
、
中
心
地
区
に
配
置
す
る
こ
と
を
あ
げ
る
（
館
5
図
）
。
こ
う
し
て

居
冷
点
の
計
画
的
配
置
を
行
っ
て
い
る
が
、
最
近
進
め
ら
れ
て
い
る

上
海
関
行
の
新
都
欝
づ
く
り
の
よ
う
に
、
国
家
あ
る
い
は
大
都
市
の

行
う
資
金
の
あ
る
事
業
と
ち
が
い
、
公
社
フ
ォ
ソ
ド
の
乏
し
い
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

ろ
で
は
、
計
画
的
に
は
十
分
進
ん
で
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
、
生
産
の
発
展
と
い
う
点
か
ら
は
、
農
業
生
産
協
同
組
合
当

時
よ
り
か
な
り
進
展
を
み
せ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
管
理
区
、

生
産
隊
の
所
有
部
分
が
大
き
く
、
こ
の
こ
と
は
農
業
面
で
は
顕
著
に

み
ら
れ
る
。
人
民
公
社
に
お
け
る
工
業
の
発
展
は
、
公
社
の
生
産
力

を
高
め
、
公
社
の
枠
を
や
ぶ
り
、
公
社
連
合
へ
の
可
能
性
を
も
っ
て

は
い
る
が
、
こ
の
公
社
の
よ
う
に
、
　
「
所
有
制
」
の
お
く
れ
を
や
ぶ

る
質
的
な
変
化
が
み
ら
れ
な
い
段
階
に
お
い
て
は
、
公
社
の
発
展
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

テ
ン
ポ
は
十
分
速
く
は
な
り
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
ま

た
、
前
述
の
地
域
的
拠
点
と
い
う
構
想
か
ら
し
て
も
、
こ
の
公
社
段

階
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
現
状

で
は
、
よ
り
高
度
な
地
方
工
業
を
も
ち
、
生
産
部
門
の
総
合
化
を
は

か
る
も
の
と
し
て
は
、
も
う
少
し
大
き
な
単
位
が
想
定
さ
れ
る
。
人

民
公
社
の
上
級
の
単
位
は
、
行
政
的
に
は
県
で
あ
る
。
県
に
は
お
お

む
ね
複
数
の
公
社
が
結
集
し
て
お
り
、
県
段
階
で
の
工
場
も
存
在
す

る
。
ま
た
、
人
民
公
社
よ
り
多
少
多
く
の
生
産
部
門
を
備
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
県
は
、
後
述
す
る
ご
と
く
、
人
民
公
社
の
弱

さ
を
十
分
カ
バ
ー
す
る
に
は
「
小
さ
す
ぎ
」
る
た
め
、
よ
り
大
き
な

経
済
地
域
で
あ
る
専
区
を
と
り
だ
し
、
そ
の
経
済
地
域
の
特
徴
や
人

民
公
社
経
済
地
域
と
の
連
関
性
な
ど
に
「
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
生

じ
る
。

三
　
専
区
級
経
済
地
域
に
つ
い
て

1
　
専
制
級
経
済
地
域
の
二
、
三
の
特
徴

　
専
区
経
済
地
域
は
省
級
の
一
つ
下
の
経
済
地
域
で
あ
り
、
県
、
人

民
公
社
経
済
地
域
よ
り
上
級
の
経
済
単
位
で
あ
る
。
そ
の
必
然
性
は

次
の
点
か
ら
く
る
。
④
雀
人
口
及
び
省
管
轄
の
県
、
人
民
公
社
が
非
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常
に
多
い
こ
と
か
ら
、
省
級
経
済
地
域
と
基
礎
的
経
済
地
域
の
県
、

人
民
公
社
の
間
に
中
間
項
た
る
経
済
地
域
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
⑭

㈲
各
省
に
は
専
区
な
い
し
そ
れ
に
準
ず
る
行
政
区
が
し
か
れ
て
お
り
、

そ
の
ど
れ
に
も
行
政
、
経
済
、
教
育
等
に
関
す
る
指
導
機
構
を
設
け

て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
特
別
な
も
の
を
設
置
す
る
必
要
が
な
い
、

の
後
述
の
ご
と
く
、
専
区
は
一
九
五
八
年
雀
よ
り
下
放
さ
れ
た
工
業

企
業
を
有
し
、
専
区
自
体
も
分
散
し
て
存
在
す
る
地
方
資
源
を
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

し
、
い
わ
ゆ
る
自
力
更
生
的
に
一
部
工
業
企
業
を
創
り
あ
げ
て
い
る
、

㊥
専
区
に
は
専
署
が
あ
り
、
省
、
人
民
公
社
同
様
他
地
域
か
ら
独
立

し
た
収
支
決
鋒
を
行
っ
て
お
り
、
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ
ー
ト
が
と
ら
れ
て

い
る
こ
と
。
専
区
級
経
済
地
域
は
、
人
民
公
社
経
済
地
域
よ
り
現
在

の
と
こ
ろ
一
級
上
の
経
済
地
域
で
あ
り
、
人
民
公
社
が
郷
と
一
致
す

る
最
低
級
の
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ
ー
ト
を
と
る
経
済
地
域
で
あ
る
か
ら
、

専
区
級
経
済
地
域
は
中
級
経
済
地
域
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
ま
た
全
国
的
に
み
て
、
県
が
い
わ
ゆ
る
行
政
一
経
済
単
位
と
し
て

・
十
分
機
能
し
な
い
た
め
、
よ
り
上
級
の
段
階
で
は
、
人
民
公
社
で
の

経
済
的
組
織
化
、
種
々
の
企
業
配
置
等
を
専
区
が
は
じ
め
て
掌
握
す

る
こ
と
が
多
く
な
る
。
現
段
階
で
県
が
公
社
の
上
級
行
－
政
経
済
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

と
し
て
十
分
機
能
し
な
い
の
は
次
の
理
由
に
よ
る
。
ω
公
社
化
時
河

第6表　行政単位の統合・分離

i上客1 県1 郷i 備　　　　　考

1948 2，023 解放前

1951．10 156 2，182 28②000余 中華人民共和國成立

1954 王51 2，082 220，466 初級生産協同組合成立

1955 157 2，117 218，970

1956 140 2，082 117，081 高級提業生産協同組合成立

1957 151 2，076 98，910

1958 180＊ 1，682 8（転000 人民公社成立

1962 151 1，978 74，000 調整後

注）r我園行政区劃変動的亡国」r政法研究』1956，p．47．

　　r人民手巻』1957，58，62年次

　　『中国の赤い手帖』付録
　　「憲法制定時，周思来報告」1955，r中華人民共和国憲法』所収

　　「中華人民共和国行政区域的劃分」r地理学報』24－1，p．85，6

　　　より作成。

　　＊専区「級」の単位もふくむ。

南
省
修
武
県
人
民
公
社
を
は
じ
め
、
一
県
一
社
の
公
社
が
か
な
り
全

国
に
出
現
し
、
県
と
人
民
公
社
の
経
済
地
域
が
同
…
ま
た
は
ほ
と
ん

ど
挙
試
に
な
っ
た
こ
と
。
　
一
九
六
〇
年
の
調
整
期
の
後
で
は
、
　
一

部
地
域
で
公
社
の
規
模
が
縮
小
さ
れ
県
と
人
民
公
社
の
経
済
地
域
に

は
上
級
－
下
級
の
差
が
で
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
な
お
全
国
的
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中国農村における経済地域（駒井）

に
は
、
県
と
人
民
公
社
の
級
は
質
的
に
同
等
ま
た
は
非
常
に
近
い
こ

と
。
㈲
先
述
し
た
農
業
の
社
会
主
義
的
集
団
化
の
過
程
で
、
初
級
農

業
生
産
協
同
組
合
、
高
級
組
合
な
ど
基
礎
的
経
済
地
域
の
変
遷
、
郷

の
合
併
が
進
ん
だ
。
そ
れ
に
伴
い
す
ぐ
上
級
の
県
本
体
も
そ
の
規
模

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
縮
小
、
拡
大
を
く
り
か
え
し
（
第
6
表
）
、
専
区
の
よ
う
に
そ
の
規

模
の
安
定
性
を
保
て
え
な
か
っ
た
こ
と
。

　
専
区
が
区
内
の
工
業
、
農
業
、
水
利
等
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
専
等
級
経
済
地
域
と
県
、
人
民
公
社
経
済
地
域
と
の
問
に
は
、

生
産
の
計
画
や
分
業
と
協
業
の
問
題
が
生
じ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、

計
画
、
分
級
管
理
に
も
と
づ
い
て
、
区
内
に
生
産
を
い
か
に
集
中
的

に
あ
る
い
は
全
範
囲
に
わ
た
り
配
置
す
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。

こ
の
配
置
を
進
め
る
活
動
は
、
結
局
は
各
人
民
公
社
経
済
地
域
の
組

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

織
と
管
理
に
帰
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
成
果
は
入
民
公
社
の

財
政
収
入
、
支
出
方
面
で
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ョ
ー
ト
を
い
か
に
組
織
す
る

か
、
ま
た
専
区
が
財
政
上
、
技
術
上
、
人
民
公
社
に
対
し
ど
の
よ
う

な
援
助
を
与
え
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
専
区
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
は
、
人
民
公
社
単
位
に
特
徴
を
と
ら
え
、
専
区
を
い

く
つ
か
に
わ
け
な
が
ら
専
区
自
体
の
特
徴
を
と
ら
え
る
こ
と
が
重
要

に
な
る
。

　
ま
た
、
専
区
経
済
地
域
は
他
の
主
要
な
経
済
地
域
と
同
様
に
生
産

の
地
域
的
分
業
を
基
礎
に
発
達
し
た
生
産
部
門
を
有
す
る
と
と
も
に
、

専
業
化
生
産
を
行
う
専
業
化
部
門
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
専
業

化
部
門
と
密
接
に
結
び
つ
き
地
域
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
副
専
業
化

部
門
を
も
ち
、
経
済
上
可
能
な
か
ぎ
り
経
済
の
総
合
化
を
も
は
か
ろ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
経
済
地
域
の
体
系
に
お
い
て

は
、
経
済
地
域
の
級
が
高
け
れ
ば
そ
の
面
積
及
び
経
済
構
造
は
複
雑

に
な
り
、
生
産
部
門
は
多
く
な
り
、
経
済
の
総
合
的
発
展
の
程
度
は

　
　
　
⑳

高
く
な
る
。
そ
の
意
味
か
ら
専
堅
塁
経
済
地
域
は
地
域
生
産
総
合
体

で
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
専
属
級
経
済
地
域
に
お
い
て
は
、

人
民
公
社
経
済
地
域
に
く
ら
べ
、
よ
り
地
域
の
総
合
性
が
強
調
さ
れ
、

そ
の
地
域
内
の
経
済
的
連
繋
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
生
ま
れ
る

の
で
あ
る
。

露
　
灘
区
級
経
済
地
域
の
生
産
配
置

　
そ
こ
で
以
上
の
諸
点
を
ふ
ま
え
、
専
区
級
経
済
地
域
の
性
格
、
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

徴
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
江
蘇
省
准
盆
景
区
の
例
を
ひ

き
、
各
生
産
部
門
の
配
置
、
性
格
の
分
析
を
中
心
と
し
て
、
専
区
と

各
人
民
公
社
と
の
連
関
性
に
も
ふ
れ
な
が
ら
考
察
を
進
め
る
。

　
江
蘇
省
潅
陰
専
区
は
、
潅
陰
、
洪
沢
、
漣
水
な
ど
｝
一
書
市
を
有
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中国農村における経済地域（駒井）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

し
（
第
6
図
）
面
積
一
八
、
八
○
○
㎜
、
人
口
五
七
〇
余
万
人
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

ま
た
華
北
平
原
と
揚
子
江
下
流
平
原
の
間
の
ほ
ぼ
平
坦
な
地
域
で
あ

る
。農

業
生
産
部
門
　
　
一
般
的
に
い
っ
て
、
公
社
化
前
潅
陰
六
区
は
労
働

力
が
少
く
、
収
入
が
比
較
的
低
い
専
区
で
あ
っ
た
。
各
労
働
力
が
負

　
　
　
　
　
　
　
＠

担
す
る
耕
地
は
七
ム
匙
で
あ
っ
た
が
、
労
働
力
の
欠
乏
は
耕
作
水
準

を
高
め
る
上
で
大
き
な
影
響
を
与
え
、
生
産
水
準
の
高
く
な
い
段
階

で
大
部
分
の
労
働
力
は
単
一
の
耕
作
業
の
生
産
に
し
ば
ら
れ
、
地
区

経
済
を
発
展
さ
せ
る
に
は
不
利
で
あ
っ
た
。
農
業
部
門
生
産
高
の
構

造
を
み
る
と
、
　
一
九
五
八
年
で
は
、
　
全
農
業
生
産
中
耕
作
業
が
八

四
．
二
％
、
牧
畜
業
一
一
．
∵
七
％
、
水
産
業
は
二
・
九
％
で
あ
っ
た

（
第
8
表
）
。

耕
作
業
　
一
九
五
八
年
当
時
、
食
糧
生
産
が
主
要
な
地
位
を
し
め
た
。

食
糧
作
物
の
播
種
面
積
は
総
面
積
の
七
七
％
（
大
豆
を
含
む
）
で
あ

り
、
農
業
集
団
化
の
時
期
に
水
稲
の
播
種
面
積
が
ふ
え
た
。
し
か
し
、

ア
ワ
．
ヒ
エ
な
ど
の
雑
穀
生
産
の
し
め
る
割
合
が
た
い
へ
ん
高
く
、

穀
物
総
面
積
の
五
五
％
以
上
で
あ
り
、
三
麦
の
比
重
も
大
き
か
っ
た
。

そ
・
で
最
近
で
は
・
二
毛
作
を
三
毛
作
晦
・
ま
た
田
沢
の
蔀
で
は

田
畑
の
ま
わ
り
に
溝
を
ほ
り
、
そ
の
上
で
田
畑
を
高
く
も
り
あ
げ
る

地iその他
22．68

9，21

19．1勺

35，58

23，6e

7．55

5．40

14．02

10，60

19，66

荒　　」

　　4．43

　　0．44

　　25．80

　　0，54

　　3．40

　　2．96

　　3．26

第7表　潅陰専区における土地利用の構造（％）

耕　地t林　地1水　面1
1．96

13．97

3，40

2，57

5．60

79．90

22．36

4．50

2，34

3，08

1．24

1．86

3　96

1，47

3．8e

LO2

1r15

2，39

6，5e

3，75

69，69

74．96

73．01

60．38

4L20

11，53

70．55

75．69

77．60

70．25

区
区
区
区
区
区
区
区
区
区

豆
産
麦
麻
麻
産
生
事
物

奈
稲
妻
旧
藩
騨

淋
騰
讐
欝
灘

漱
…
沐
宿
洒
肝
洪
渠
渠
瀧
漣

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

18．504．1012．102．7062．60区専全

注）r地理学報』25－2，p．134より，　r人民公社総覧』p．　234～238参照。

　・荒れ地をその他に入れて計算しているところもある。

　・その他には宅地，道路もふくむ。

　・統計年度はエ958年（ただし人民公社化後）。
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業

第8表　潅陰草区における農業部門別

　　　生産高のわウあい　　　　（％）

1耕作業｝林　業1牧畜業1漁

1．5

2．8

1．O

O，8

21

12．4

L1

2．8

0．8

1．0

2．0

1eL8

26．4

2Ll
・9．7

17．8

1L7

4．8

13．7

1Z2

19．0

12．7

㎝
α
3
艇
α
b
銅
侃
鎌
α
2
侃
㎝

87．6

70．5

77．5

89．e

79．7

75．8

94．0

84．1

81．9

79．9

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0

O．2全専1司 84．2

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

〃
台
田
”
を
作
る
な
ど
工
夫
を
こ
ら
し
は
じ
め
た
。
　
　
　
経
済
作

物
の
比
重
の
増
大
は
、
一
九
五
八
年
以
降
本
格
的
に
追
求
さ
れ
、
棉

花
、
搾
油
用
作
物
、
甜
菜
、
煙
草
な
ど
多
く
の
作
物
は
、
み
な
十
分

に
区
内
の
需
要
を
満
足
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
目
標
が
設
定
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
多
種
経
済
作
物
区
が
設
定
さ
れ
（
第
9
図
）
、
そ
の
確
定
に
あ

た
っ
て
は
従
来
の
潅
陰
専
区
の
主
要
な
棉
花
、
落
花
生
、
甜
菜
等
の

専
業
化
を
は
か
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
基
礎
に
栽
培
が
強
化
さ
れ
た
。

特
に
、
い
く
つ
か
の
部
門
に
は
重
点
が
お
か
れ
た
。
棉
花
の
播
種
面

＿　　　警益）　『i也理学報』　25－2　P・135　よ　り算出，　ヂド成（1958脅三）。

方
　N

積
は
六
七
万
㎞
前
後
に
達
し
、
他
地
域
に
も
移
出
さ
れ
る
「
商
品
］

生
産
蔀
門
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
蘇
南
地
区
に
お
け
る
綿
紡
績
工
業
の

原
料
と
し
て
、
現
在
盛
ん
に
増
産
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た

搾
油
用
原
料
と
し
て
、
大
豆
・
落
花
生
と
と
も
に
ナ
タ
ネ
の
播
種
面

積
が
拡
大
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
漣
水
干
は
ナ
タ
ネ
の
特
産
場
と
し

て
有
力
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
東
風
人
民
公
社
や
大
東
人
民
公
社
を

は
じ
め
こ
の
あ
た
り
の
ナ
タ
ネ
場
は
よ
く
生
じ
る
欠
苗
問
題
を
克
服

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

し
な
が
ら
、
ま
た
江
蘇
省
松
江
の
経
験
を
う
け
「
青
年
ロ
ケ
ッ
ト
隊
」

を
設
け
て
増
産
を
は
か
り
栽
培
を
続
け
て
い
る
。
大
量
の
ナ
タ
ネ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

扱
う
の
で
「
三
后
地
方
浄
、
運
后
路
上
浄
、
打
后
場
要
浄
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
下
で
収
穫
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
麻
類
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
多
種
類
の
麻
が
栽
培
さ
れ
る

基
礎
は
あ
っ
た
が
、
洪
沢
を
中
心
に
ジ
ュ
ー
ト
の
栽
培
面
積
を
ひ
ろ

　
　
　
　
　
　
⑰

げ
た
。
ジ
ュ
ー
ト
は
刈
り
入
れ
や
皮
は
が
し
に
は
適
当
な
時
期
が
必

要
で
水
洗
い
も
う
ま
く
や
ら
ね
ば
質
の
よ
い
繊
維
を
と
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
養
沢
湖
付
近
の
農
民
は
、
一
九
六
〇
年
ご
ろ
天
然
の
水
を

利
用
し
、
ジ
ュ
ー
ト
の
液
を
ぬ
き
と
る
技
術
を
身
に
つ
け
た
。
ま
た
、

数
年
髄
に
は
部
分
的
に
湧
江
省
瀟
山
梨
の
経
験
を
導
入
し
、
排
水
灌

概
を
機
械
化
し
て
麻
畑
の
瓶
華
問
題
を
解
決
し
た
。
か
く
て
、
q
り
区
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中国農村における経済地域（駒井）

勘一s曜」

　　　　　　第7図　人力または畜力による深耕黎（3ムーノ6入・1国可耕）

注）　　『ノ＼民日薯載』　1958．　9．　10よ　り。
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宝
梯形樗架

　　第8図　水上機動による深耕黎（常熟限四達新鉄工所開発）

注）r人異日報』1958．9，10より。

内
の
需
要
を
十
分
に
満
足
さ
せ
る
も
の
と
し

て
稲
、
三
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
㈲
さ
ら
に

区
外
に
だ
さ
れ
る
「
商
品
」
生
産
部
門
と
し

て
、
棉
花
及
び
大
豆
、
落
花
生
を
中
心
と
す

る
搾
油
用
作
物
、
の
区
内
の
需
要
を
ほ
ぼ
満

足
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
麻
類
、
煙
草
、
ナ

タ
ネ
が
中
心
作
物
と
さ
れ
た
。
④
㈱
が
区
内

．
主
導
生
産
部
門
、
の
が
補
助
生
産
部
門
と
し

て
農
業
総
合
化
及
び
農
業
化
に
与
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
現
在
こ
の
構
成
は
ほ
ぼ
か
わ
っ

て
い
な
い
。

農
業
機
械
化
　
潅
陰
専
区
に
お
い
て
は
、
　
農

業
の
機
械
化
が
そ
の
効
果
を
高
め
た
の
は
高

級
農
業
生
産
協
同
組
合
段
階
後
半
で
あ
っ
た
。

初
期
に
は
、
前
述
の
ご
と
く
ト
ラ
ク
タ
ー
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
ト
ラ
ク
タ
ー
借
入
れ

　
　
　
　
ち
　
　
レ
　
　
も
　
　
も
　
　
カ

に
よ
る
耕
地
の
整
備
が
中
心
で
あ
っ
た
た
め
、

生
産
の
総
合
的
発
展
が
十
分
で
な
く
、
穀
物

生
産
の
単
一
経
営
の
傾
向
が
克
服
し
き
れ
な
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い
で
い
た
の
で
あ
る
。
農
業
の
機
械
化
は
、
農
業
の
生
産
過
程
に
お

い
て
、
人
力
と
畜
力
を
機
械
力
に
か
え
て
そ
の
効
率
を
高
め
る
も
の

　
　
⑱

で
あ
る
。
し
か
し
、
　
「
機
械
化
偏
の
中
に
は
ω
近
代
的
農
業
機
械
を

普
及
さ
せ
、
農
業
の
「
機
械
化
」
を
進
め
る
、
＠
新
し
い
改
良
農
具

を
積
極
的
に
普
及
さ
せ
、
農
業
の
「
半
機
械
化
」
を
進
め
る
二
つ
の

側
面
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
叢
叢
専
区
で
は
公
社
古
前
、
後
者
を
重

点
的
に
農
業
生
産
の
増
大
化
を
行
っ
た
。
そ
の
最
初
は
二
輪
二
刃
プ

ラ
ウ
の
普
及
で
あ
り
、
准
陰
専
区
で
は
旧
式
翠
の
三
、
四
倍
の
効
果

を
あ
げ
た
。
ま
た
、
一
九
六
〇
年
潅
陰
市
の
工
場
で
開
発
さ
れ
た
ト

ラ
ク
タ
ー
牽
引
の
五
刃
プ
ラ
ウ
は
、
す
で
に
二
輪
二
刃
プ
ラ
ウ
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

○
倍
前
後
の
能
力
を
示
し
て
い
る
。
一
般
的
に
い
っ
て
、
こ
の
地
域

の
耕
作
上
の
機
械
化
は
、
い
か
に
し
て
深
耕
を
行
う
か
と
い
う
点
に

お
か
れ
て
い
た
（
第
7
・
8
図
）
。
ま
た
、
刈
り
と
り
脱
穀
に
お
い
て

も
、
従
来
の
鎌
に
く
ら
べ
、
二
、
三
倍
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
大
幅
に
労
働
力
を
省
き
他
の
生
産
部
門
に
ま
わ
し
、
従

来
不
可
能
だ
っ
た
深
耕
、
平
均
耕
作
を
な
し
と
げ
、
耕
作
の
質
を
も
高

め
た
。
か
く
て
、
詰
屈
専
区
に
お
け
る
農
業
の
機
械
化
は
農
業
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

け
る
生
産
力
を
徐
々
に
高
め
て
い
る
。

林
業
生
産
部
門
　
　
平
坦
な
潅
陰
虚
区
の
地
形
は
、
基
本
的
に
は
林
業

に
十
分
な
基
礎
を
与
え
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
低
い
丘
陵
地
や
宅

地
周
辺
に
「
雑
林
」
は
存
在
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
「
霊
場
」
は
未
発

達
で
あ
っ
た
。
　
ま
た
、
　
一
九
五
八
年
に
お
い
て
は
林
地
二
・
七
％

（
第
7
表
）
、
総
生
産
高
の
○
・
・
二
％
（
第
8
表
）
と
低
か
っ
た
。
し
か
し
、

宿
遷
県
、
荒
地
の
多
い
堕
胎
県
の
南
な
ど
は
、
高
度
五
〇
m
級
の
丘

陵
地
帯
が
存
在
し
、
林
業
の
発
展
す
る
余
地
は
あ
っ
た
。

　
一
九
五
九
年
こ
ろ
か
ら
「
全
国
農
業
発
展
要
綱
」
に
も
と
づ
き
、

丘
陵
地
を
中
心
に
造
林
化
が
進
ん
だ
。
　
「
全
国
農
業
発
展
要
綱
」
の

指
示
は
、
自
然
条
件
の
ゆ
る
す
範
囲
及
び
人
力
で
経
営
で
き
る
範
囲

内
で
、
荒
地
と
は
げ
山
を
緑
化
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
住
宅
及

び
村
の
周
囲
、
道
端
、
水
辺
な
ど
に
は
、
可
能
な
か
ぎ
り
計
画
的
に

造
林
を
行
う
よ
う
力
が
入
れ
ら
れ
た
。
漏
精
専
横
の
一
部
で
は
、
一

九
五
七
年
こ
ろ
に
高
級
組
合
に
よ
る
造
林
化
の
動
き
が
み
ら
れ
た
が
、

数
カ
月
の
あ
い
だ
に
食
糧
増
産
化
と
水
利
建
設
の
運
動
に
と
り
か
え

　
　
　
　
⑭

ら
れ
て
い
た
。
農
業
生
産
協
同
組
合
で
労
働
力
を
確
保
し
て
植
え
た

も
の
は
組
合
の
所
有
と
す
る
政
策
が
と
ら
れ
た
が
、
労
働
力
は
確
保

で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
公
社
化
後
、
公
社
の
自
力
で
、
分
業
に

よ
り
社
員
に
栽
培
と
養
育
を
請
け
お
わ
せ
、
樹
木
の
種
子
を
あ
つ
め
、

苗
材
を
育
て
る
労
働
力
が
確
保
さ
れ
て
か
ら
造
林
化
が
進
展
し
た
。
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同
時
に
ま
た
、
社
員
が
自
宅
周
囲
に
植
林
す
る
こ
と
を
奨
励
し
、
植

え
た
も
の
に
こ
れ
を
所
有
さ
せ
た
。
都
市
や
農
村
の
あ
き
地
も
で
き

る
だ
け
利
用
さ
れ
、
用
材
林
の
ほ
か
果
樹
を
は
じ
め
、
桑
、
う
る
し

な
ど
多
種
に
わ
た
る
経
済
的
価
値
の
あ
る
樹
木
の
増
植
が
は
か
ら
れ

た
。　

と
こ
ろ
で
、
林
業
で
は
、
一
定
面
積
の
土
地
を
確
保
し
一
年
中
専

門
的
に
経
営
管
理
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
潅
三
冠
区
に
お
い
て
は
、

特
に
林
業
の
〃
三
化
”
が
と
ら
れ
林
業
化
の
中
心
環
と
な
っ
て
い
る
。

林
業
に
お
け
る
〃
三
化
”
と
は
、
ω
生
産
基
地
化
、
㈲
経
．
営
林
場
化
、

の
豊
野
化
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
准
島
蔭
区
を
は
じ
め
、
や
や

お
く
れ
て
始
ま
っ
た
江
蘇
省
の
そ
の
他
の
専
区
に
お
け
る
造
林
運
動

に
も
導
入
さ
れ
た
。
一
九
五
八
年
公
社
化
益
に
江
蘇
省
に
お
い
て
、

林
地
が
一
九
六
二
年
に
は
五
三
・
六
万
㎞
に
達
す
る
よ
う
に
造
林
計

　
　
　
　
　
⑧

画
が
だ
さ
れ
た
が
、
実
際
は
一
九
五
九
～
六
〇
年
春
に
一
〇
・
九
万

㎞
造
林
が
行
わ
れ
、
用
材
林
面
積
は
三
九
・
五
万
㎞
と
な
っ
た
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

れ
ら
の
苗
木
は
一
〇
～
一
五
年
で
成
長
し
、
毎
ム
ー
平
均
一
〇
m
伐

採
で
き
る
と
す
れ
ば
、
一
九
六
九
～
七
五
年
か
ら
は
、
江
蘇
省
で
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
○
万
～
六
〇
〇
万
m
供
給
可
能
と
な
る
。
潅
陰
専
区
で
は
そ
の
約

十
分
の
一
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
現
在
で
は
ま
だ
成
長
林
が
完
成

し
て
い
な
い
た
め
、
木
材
の
大
部
分
は
区
外
か
ら
の
移
入
に
あ
お
が

ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
調
査
を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
る
か
、

造
林
へ
の
投
資
を
ど
の
よ
う
に
低
く
お
さ
え
る
か
、
造
林
に
な
る
ま

で
の
経
済
的
効
果
を
ど
の
よ
う
に
は
か
る
か
は
、
高
速
度
、
大
規
模

に
用
材
林
を
発
展
さ
せ
を
必
要
の
あ
る
現
在
の
人
民
公
社
に
と
っ
て
、

重
要
な
問
題
で
あ
る
。
現
在
、
准
陰
専
区
で
は
〃
三
化
”
の
ほ
か
に

「
以
警
毒
心
ロ
蘇
麓
．
享
饗
曲
」
の
方
針
の
下
に

木
材
生
産
の
発
展
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
「
自
給
自
足
」
の
原
則
を

貫
き
、
国
家
と
公
社
の
投
資
を
下
げ
る
こ
と
を
除
い
て
、
全
専
区
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

「
長
短
結
合
、
以
短
霞
幕
」
を
摘
罪
し
て
い
る
。
用
材
林
を
育
て
る

〃
長
”
と
各
種
経
営
の
〃
短
”
と
の
二
本
足
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

長
期
的
に
用
材
林
を
発
展
さ
せ
る
中
で
多
種
経
営
を
お
こ
し
、
長
年

た
っ
て
は
じ
め
て
効
果
の
あ
る
用
材
林
の
生
産
と
当
面
す
ぐ
効
果
の

あ
る
多
種
経
営
と
を
結
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
旺
胎
の
地
域
で
は

茶
、
渠
北
の
地
域
で
は
桑
な
ど
の
多
種
経
営
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た

う
る
し
な
ど
の
活
用
を
行
い
林
業
の
副
業
へ
の
導
入
を
も
開
始
し
て

い
る
。
さ
ら
に
薬
用
植
物
の
生
産
の
発
展
も
促
さ
れ
て
お
り
、
野
生

　
　
　
　
　
　
㊨

薬
用
植
物
の
保
護
と
と
も
に
部
分
的
に
は
人
工
栽
培
も
進
め
ら
れ
て

い
る
。
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か
く
て
、
林
業
生
産
部
門
に
お
い
て
は
、
省
全
域
で
林
業
を
定
着

さ
せ
る
と
い
う
国
家
的
要
求
と
、
人
民
公
社
に
お
け
る
墓
本
建
設
用

材
を
え
る
と
い
う
下
級
経
済
地
域
の
要
求
の
下
に
、
そ
の
形
成
が
進

ん
で
い
る
。

牧
畜
業
部
門
　
　
薮
陰
専
区
で
の
牧
畜
業
は
一
九
五
八
年
一
二
・
七

％
の
生
産
高
を
示
し
た
（
第
8
表
）
。
養
豚
で
は
一
九
五
八
年
の
公
社

化
後
急
速
に
発
展
し
た
地
域
が
多
い
。
種
類
は
中
国
種
、
バ
ー
ク
シ

　
　
　
　
　
⑧

ヤ
i
系
の
黒
豚
が
多
い
が
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
…
系
も
近
年
増
加
し
て
い

る
。
こ
の
地
域
の
飼
育
方
法
は
公
社
化
後
、
　
「
舎
飼
い
」
が
一
般
的

に
な
っ
た
が
、
潅
陰
専
区
南
部
に
現
在
で
も
存
在
す
る
の
は
、
　
「
放

し
が
い
」
の
方
法
で
あ
る
。
数
人
の
牧
童
が
羊
の
よ
う
に
平
原
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

豚
を
放
し
、
曲
線
菜
、
奮
奪
菜
な
ど
の
野
草
を
飼
料
に
し
、
夜
、
牛

角
笛
で
舎
あ
る
い
は
囲
い
に
入
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
養
豚
場

を
増
設
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
飼
料
作
物
の
栽
培
を
な
し
え
な
か
っ

た
慶
業
生
産
協
同
組
合
段
階
で
は
顕
著
に
存
在
し
て
い
た
。
前
述
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

馬
廠
公
社
に
隣
接
す
る
太
平
公
社
劉
場
大
隊
で
は
、
一
九
六
一
年
公

社
面
前
に
く
ら
べ
一
九
倍
の
頭
数
を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、
一
九
五

七
年
初
頭
に
は
養
豚
が
な
か
っ
た
。
公
社
化
後
養
豚
を
開
始
し
て
後

は
、
公
社
フ
ォ
ン
ド
を
蓄
積
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
過
程
で
は
養

豚
場
の
獲
得
及
び
飼
料
作
物
栽
培
の
導
入
が
行
わ
れ
た
。
専
区
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

し
て
穀
物
を
供
録
す
る
と
い
う
任
務
を
前
提
に
し
、
飼
料
作
物
を
荒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

地
に
投
入
し
た
結
果
増
産
を
み
た
。
ま
た
、
農
民
の
〃
閑
嚇
瓜
”
を

利
用
し
知
恵
を
集
め
、
一
九
六
〇
年
ご
ろ
か
ら
周
辺
の
各
生
産
大
隊
、

生
産
隊
段
階
で
も
、
一
、
0
0
0
、
一
〇
〇
頭
収
容
の
昼
間
用
、
夜

間
用
豚
舎
の
建
設
が
進
ん
だ
。
そ
の
結
果
社
員
一
人
あ
だ
り
八
・
五

～
九
・
五
頭
の
豚
を
も
つ
に
至
っ
て
い
る
。
現
在
准
陰
専
区
南
部
に

お
い
て
は
、
准
陰
市
を
は
じ
め
、
上
海
、
南
京
な
ど
の
蘇
南
地
方
の

各
都
市
に
供
給
で
き
る
ほ
ど
生
産
を
高
め
て
き
て
い
る
。
こ
の
過
程

で
養
豚
の
方
法
に
は
五
つ
の
定
式
化
が
な
さ
れ
た
。
ω
野
生
飼
、
料
の

利
用
、
㈲
荒
れ
地
に
飼
料
作
物
を
導
入
、
㊨
自
留
地
に
も
飼
料
作
物

を
、
◎
生
産
隊
の
飼
料
作
物
栽
培
、
爾
舎
飼
い
の
併
用
（
夏
期
放
し

が
い
、
冬
期
舎
が
い
あ
る
い
は
昼
放
し
が
い
、
夜
舎
が
い
）
で
あ
る
。

　
牛
は
旺
胎
県
な
ど
、
比
較
的
荒
地
の
多
い
山
が
ち
の
人
民
公
祉
に

　
　
　
　
　
　
⑳

飼
育
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
耕
牛
が
＝
戸
に
一
頭
わ
た

る
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
山
地
で
労
働
力
の
不
足
し
が
ち

な
条
件
を
積
極
的
に
生
か
し
、
ま
た
荒
れ
地
を
牧
場
化
す
る
た
め
に
、

牛
を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
潅
毛
繕
区
に
お
い
て
は
潅
陰
市
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
県
中
心
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級
の
市
街
部
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
市
街
部
の
肉
、
牛
乳
、

チ
…
ズ
養
畜
産
品
に
対
す
る
需
要
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
は
、
農
業

生
産
に
お
け
る
畜
力
と
肥
料
を
提
供
し
、
大
幅
に
牧
畜
業
を
援
助
す

る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
ま
た
人
民
公
社
の
牧
場
を
除
い
て
、
総

合
的
な
あ
る
い
は
専
業
性
の
あ
る
大
型
牧
場
の
建
立
が
必
要
と
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

る
。
、
大
型
牧
場
に
は
（
第
6
図
）
准
将
専
区
内
の
国
営
農
場
で
の
経
験

が
漸
次
導
入
さ
れ
、
述
陽
県
の
一
部
で
は
、
荒
れ
地
を
牧
場
に
か
え

て
行
く
動
き
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
不
足
し
が
ち
な
種
豚
の
確
保
に
は
、

「
全
国
農
業
発
展
要
網
」
に
も
と
づ
き
交
配
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
け

ら
れ
、
仔
も
ち
の
家
畜
、
仔
、
種
畜
の
保
護
に
役
だ
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
国
家
な
い
し
は
専
区
の
経
営
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
牧
畜
業
へ

の
新
た
な
外
部
支
援
と
し
て
注
図
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
潅
陰
専
区
に
お
け
る
牧
畜
業
は
こ
う
し
て
、
他
の
農
業
生
産
部
門

と
の
関
連
に
お
い
て
、
専
業
化
部
門
と
し
て
の
性
格
を
備
え
て
き
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

水
産
業
部
門
　
　
潅
陰
工
区
の
水
面
面
積
は
一
二
・
一
％
を
し
め
る

（
第
7
表
）
。
そ
の
た
め
、
水
産
業
に
は
比
較
的
確
固
と
し
た
基
礎
が
存

在
し
て
い
る
。
各
水
系
に
お
い
て
水
産
業
は
存
在
す
る
が
、
規
模
か

ら
い
え
ば
洪
沢
湖
の
そ
れ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
洪
沢
湖
は
面
積
一
、
三
八
○
㎜
で
洪
沢
県
の
総
面
積
の
八
○
％
を

し
め
水
深
は
三
～
四
m
で
あ
る
。
謬
言
地
区
の
太
湖
と
な
ら
び
、
江

蘇
省
に
お
け
る
最
大
の
〃
魚
庫
”
の
一
つ
で
あ
る
。
一
九
五
八
年
当

時
漁
民
は
洪
沢
湖
周
辺
だ
け
で
三
〇
、
○
○
○
人
存
在
し
た
。
当
時

の
水
あ
げ
量
は
四
、
二
五
〇
万
七
で
、
潅
陰
専
区
を
は
じ
め
近
辺
一

〇
余
の
県
に
供
給
を
行
っ
た
。
公
社
化
後
も
従
来
の
漁
労
を
主
体
と

し
て
い
る
が
、
淡
水
養
殖
を
重
視
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
、
昔
か

ら
の
養
殖
の
経
験
を
十
分
に
生
か
す
と
と
も
に
、
新
し
い
養
魚
法
を

と
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
従
来
、
養
殖
魚
は
腱
魚
、
鯖
魚
、
鯉
な
ど
の
範
囲
で
あ
っ
た
が
、

最
近
で
は
編
魚
、
黒
魚
、
輔
魚
な
ど
一
〇
余
程
に
ま
で
拡
げ
、
揚
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

江
の
中
流
の
湖
に
の
み
す
む
と
い
う
天
然
魚
1
お
し
き
魚
を
、
湖
北
、

麗
筆
と
な
ら
び
養
殖
し
は
じ
め
る
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
稚
魚

や
種
苗
の
需
要
に
と
も
な
い
養
殖
面
積
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
。

青
魚
や
草
魚
な
ど
は
特
定
の
自
然
条
件
の
も
と
で
の
み
産
卵
、
簿
化

す
る
性
質
が
あ
り
、
従
来
天
然
に
成
長
し
た
稚
魚
を
採
取
し
て
養
殖

す
る
非
能
率
的
な
方
法
を
と
っ
て
い
た
。
一
九
五
八
年
養
魚
池
産
卵

の
実
験
が
成
功
し
、
一
九
六
二
年
来
洪
沢
湖
に
も
導
入
さ
れ
、
さ
ら

に
生
産
量
が
拡
大
し
た
。
ま
た
ハ
農
業
に
お
け
る
〃
八
字
憲
法
”
と
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⑧

同
様
、
養
殖
に
お
け
る
〃
八
字
養
魚
経
”
が
導
入
さ
れ
技
術
的
改
良

が
す
す
ん
で
い
る
。
八
字
養
魚
経
と
は
、
ω
水
　
水
の
条
件
の
改
良

㈱
種
　
優
良
品
種
の
育
成
　
の
餌
　
人
工
餌
の
供
与
　
◎
密
　
数
を

大
目
に
投
入
　
㈹
混
　
多
種
類
の
魚
の
養
育
　
8
輪
　
捕
獲
及
び
種

苗
の
補
充
の
定
期
的
実
施
　
q
う
防
　
魚
の
病
気
や
被
害
の
防
除
　
㈱

管
　
管
理
の
強
化
で
あ
る
。
ま
た
〃
立
体
養
魚
法
”
も
導
入
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
八
字
養
魚
法
及
び
立
体
養
魚
法
の
実
施
後
、
鱒
沢
湖
で

も
単
位
あ
た
り
生
産
高
は
急
上
昇
し
、
一
ム
ー
あ
た
り
五
〇
〇
㎏
の

記
録
が
だ
さ
れ
た
。
こ
れ
に
ぼ
科
学
面
で
指
導
的
な
専
区
の
水
産
試

験
所
も
重
要
な
役
割
り
を
は
た
し
て
お
り
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
水

産
業
は
三
年
経
済
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
。

　
ま
た
こ
の
地
域
で
は
、
副
業
と
し
て
の
漁
業
も
行
っ
て
い
る
。
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

田
に
お
け
る
鯉
、
鮒
の
「
栽
培
し
で
あ
る
。
中
国
の
水
田
は
一
般
に

水
深
は
浅
い
が
、
そ
れ
ら
の
種
魚
を
一
ム
…
あ
た
り
五
〇
～
六
〇
尾

入
れ
て
、
秋
の
捕
獲
を
待
つ
。
稲
の
発
育
と
稲
の
養
分
を
横
ど
り
す

る
タ
ニ
シ
の
排
除
に
も
適
し
、
水
温
上
昇
と
酸
素
補
給
に
対
し
て
も

効
果
が
あ
る
。

　
か
く
て
、
潅
陰
専
区
に
お
け
る
水
産
業
部
門
は
、
後
述
す
る
水
利

化
後
の
水
面
の
拡
大
と
い
う
情
況
の
手
で
、
養
殖
と
漁
労
の
同
時
的

第9表　潅陰専区昏農業区における農業部門の強弱

主導生産部門 1補助生産部門

耕作業（大豆）

林業

耕作業，ジュート

耕作業

水産業

耕作業（稲）

牧畜業・林業（用材林）

林業・牧畜業（水産業）

耕作業（綿花・稲）

林業（茶を含む）・牧畜業

林業（茶を含む）・牧嘉業（牛）

水産業（漁労・養殖）

耕作業（稲・麦）

商品生産中心

経済作物（綿，落花生）

耕作業・経済作物

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

注）『地理学報』25－2，p．126～133．

　　r人民日報』1961．7．5号など
　　丁人民公社総覧』p．234～238より作成。

発
展
の
方
針
を
と
り
な
が
ら
、
新
し
い
養
殖
法
実
施
の
下
に
、
公
社

影
干
の
生
産
高
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
全
省
的
な
水
産
基
地
と
し
て

准
陰
専
区
は
位
置
づ
け
ら
れ
、
重
要
な
「
商
品
」
生
産
部
門
と
し
て

存
在
す
る
。

小
結
及
び
農
業
区
劃
に
つ
い
て
　
　
以
上
の
考
察
か
ら
、
塩
素
専
区
に

お
け
る
農
業
、
林
業
、
牧
畜
業
、
水
産
業
等
の
広
い
意
味
に
お
け
る

生
産
の
配
置
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
と
い
え
る
（
第
9
表
）
。
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中国農村における経済地域（駒井）
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　　　　　　　　　　第9図潅陰専区農業区劃図
注）　『地理学報』25－2p．134付図1，12より作成。
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公
社
化
後
一
定
の
時
期
ま
で
は
、
耕
作
業
に
よ
る
穀
物
の
単
一
経

営
栽
培
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
農
業
の
機
械
化
、
灌
瀧
の
進
展
、
工

業
原
料
と
し
て
の
需
要
の
拡
大
、
都
市
部
の
発
展
な
ど
で
、
経
済
作

物
播
種
面
積
の
拡
大
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
基
本
建
設
に
奉
仕
す

る
林
業
、
副
食
品
生
産
を
行
う
牧
畜
業
及
び
区
域
交
換
生
産
部
門
の

水
産
業
が
確
立
し
た
結
果
、
農
業
の
多
部
門
化
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

養
豚
用
の
飼
料
栽
培
、
水
田
で
の
養
魚
な
ど
農
業
内
部
で
の
各
生
産

部
門
の
有
機
的
結
合
、
豚
の
言
づ
け
生
産
、
綿
の
工
業
原
料
と
し
て

の
利
用
な
ど
農
業
生
産
部
門
と
他
の
生
産
部
門
た
る
工
業
生
産
部
門

　
　
　
　
　
　
⑳

と
の
有
機
的
結
合
が
生
ま
れ
、
各
生
産
部
門
の
複
合
化
を
進
め
、
尊

区
の
地
域
生
産
総
合
体
と
し
て
の
地
位
を
高
め
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

　
以
上
の
特
徴
を
そ
な
え
た
各
生
産
部
門
は
潅
羽
風
区
に
お
い
て
は

第
9
図
、
第
1
0
表
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
、
地
域
的
特
徴
を
発
揮
し
て
い

る
。
ま
た
こ
の
図
の
区
劃
は
次
の
三
つ
の
役
割
り
を
も
つ
。
q
り
省
及

び
専
区
自
体
の
経
済
的
発
展
に
も
と
づ
き
、
農
業
の
現
状
及
び
近
い

将
来
の
発
展
を
明
ら
か
に
す
る
。
㈲
各
地
の
隆
然
経
済
条
件
を
評
価

し
て
、
専
区
内
の
人
民
公
社
を
単
位
と
す
る
農
業
の
専
門
化
及
び
多

部
門
化
と
結
燃
し
た
地
域
的
分
業
、
そ
し
て
農
業
の
各
部
門
前
の
合

理
的
結
合
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
区
に
お
け
る
農
業
部
門
の
発
展
の

規
模
と
分
布
を
あ
ら
わ
す
。
⑭
公
社
を
区
劃
の
基
本
単
位
と
し
公
社

の
区
域
の
範
闘
を
く
ず
さ
な
い
た
め
、
専
区
の
要
求
す
る
部
門
構
成

が
、
下
級
経
済
地
域
と
し
て
の
人
民
公
社
の
農
業
生
産
の
方
向
づ
け

を
行
う
任
務
を
も
か
ね
る
。
以
上
、
潅
陰
専
区
の
よ
う
に
比
較
的
人

民
公
社
の
規
模
が
小
さ
い
地
域
は
、
当
然
、
県
が
他
地
域
に
く
ら
べ
、

多
く
の
人
民
公
社
を
含
む
の
で
、
県
を
磁
区
で
の
農
業
単
位
と
す
る

こ
と
は
、
区
画
の
内
部
を
よ
り
複
雑
に
す
る
危
険
性
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
潅
陰
専
区
の
富
農
西
区
に
お
け
る
農
業
生
産
部
門
の
構
造
は

第
8
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
次
の
こ
と
が
わ
か
る
。
q
D

従
来
の
穀
物
生
産
は
単
一
栽
培
的
要
素
が
あ
る
が
、
専
区
内
配
置
に

お
い
て
も
6
の
洪
沢
地
域
を
除
き
、
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
り
配
置
さ
れ

て
い
る
。
㈲
8
の
渠
北
地
域
で
は
、
商
品
生
産
が
中
心
部
門
と
な
っ

て
い
る
（
都
市
部
准
陰
影
に
対
す
る
牧
畜
業
に
よ
る
副
食
贔
生
産
、
近
郊
農

業
に
よ
る
銃
菜
の
供
給
等
が
行
わ
れ
る
か
ら
）
。
　
の
6
の
洪
沢
地
域
が
水

産
業
に
専
業
化
さ
れ
て
い
る
。
◎
林
業
が
2
～
5
の
地
域
な
ど
で
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

導
生
産
部
門
と
さ
れ
て
い
る
。
　
（
先
述
の
ご
と
く
丘
陵
地
域
の
造
林
化
に

よ
る
）
な
お
、
農
業
区
界
1
～
1
0
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
二
九
分
類
さ

れ
た
農
業
副
区
界
を
も
つ
が
、
こ
れ
は
地
域
の
特
徴
を
さ
ら
に
発
揮

す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
（
第
1
0
蓑
）
。
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中園農村における経済地域（駒井）

第10表　江蘇省准陰専区における主な人民公社

の
社
号

図
上6
民

国
人
番

1

騰灘第・・磁副区界

板　　浦

2　　雲　　台

　灌雲北部
1

　牧林稲藁区

特徴ある工業・
農業生産部門

麦

その他・備考等

第6生産大隊302戸
1，398人　小麦作付面積
2，400ムー

とうもろこし，大豆

3　　楊　　集
　灌雲棄南部2
　牧林大豆区 膨藻矯洲講生辮笠。。．

4 小　　伊
①

　灌甲西南部3　林牧経済作物区

肥料工場，とうもろこ
ｵ，大豆，さつまいも
b閧痰�C綿、小麦
蝠ﾏ，米

φ

・1龍豊 綿　　　　縢欝驚員，。。戸

・1呉集 沐陽棘部　隊　　　　1麦4卿・一

・1華沖 4牧漱駆　｝ 横　　　　｝

・困下 ・難繊　1とうもろ・し諌　i

・1暁店②
10

7
宿遷北部

井　　頭 林牧水産区

さつまいも

・■大興
・明仰化

・3け咀

14

15

古　　城

自　　河

・6i黄 轍

＠

・7極 巴
～
噌

一
一
「

・8陣㈱子

19

20

洋　　北

倉集（州）

8
運　　東

稲藁区

9

宿遷西部

綿花稲麦林産区

　宿　　洒
10

　稲西綿花林産区

さつまいも
ガラス，陶器工場
車

墨継．炎離脇）1

・i　Bk湖

2一双溝④
23i管鎮

米，木製印刷機
irヨニ法」による・饗造

米・・陵木製印刷劇

各種工場（ガラス，セメ
ント，食品など240種）
石英砂・石灰石など資
源豊富，綿，麦，穀物多
種，大豆，さつまいも

や
樹
油

り
果
搾

高
’
の
，
も
ど

し
い
な

こ
ま
生
ど

う
つ
花
な

も
さ
落
物

う
，
，
殖

と
ん
米
用

工業生産収入460，000
元（1958年）14の農業
生産協同組合合併
さつまいも8，000ムー

綿花　靴の底とじ機
切断機

磯花・鍼四四ll

大麦，小麦
1耕地tWE・1、31，000ム＿

E

し
米

こ
　
，
ろ
菜
種

も
疏
多

層
つ
　
　
ど

と
も
な
，
い
業

炎
ま
副
，
つ
牧

草
さ
料

麦
冒

し
菜
こ
疏

ろ
，

・
も
も
う
い
業

と
ま
認
，
つ
牧

新
さ
材

さつまいもf乍f寸画項責

10，200ムー

綿206斤／ムー（1958年），倉

州大隊　各人収入52年34
元，56年60元，58年128元

・・欝麟躯1黄麻 離蟹：離脚ムー

12
測洪南部

林山稲麦区

24！龍・囹13罧目難

麻

米，綿

1短牛 1役牛主

25三河1⑥巨6柴産綱 陶漁業 1灘辮
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261林口
271日雇
・81博里
2g隆　・
・・i礪頭

31 趙　　集

321呉集
33隊M1
341文 科

35｝漁 溝‘

36

37

丁　　集

同　　袖

38【E・集
3gl八（包）集

40

41

馬　　廠

太　　平

421＋字
43　高　　溝

・・陣　風

・・疹港
46陣六㈱
・71大　東

481新集

図
業
界

9
農

第
の
区

＠

＠

＠

＠

第9図の農業副区界

17
渠南運西

水産水稲蚕桑区

　渠南運束
18

　稲麦水産区

特徴ある工業・
農業生産部門 その他・備考等

アヒル ｝硅鋼藻理施肥
米・短激畜（啄牛）1

麦，豚

’
く
消

・・縫細網郊 1麦・養豚・羊・疏菜1酪農恥

　廃黄南岸

22洪湖沿岸

　林牧区

　潅陰中部
23

　稲麦蚕桑区

　溌　　漣
24

　綿花落花生甜菜区

潅　　洒

25綿花果樹落花生区

　塩　　西
26

　経済作物稲麦区

　塩　　東

27稲麦果樹園区

ト
し
！　
こ
も
ろ
い
も

ま
、
つ
っ
と
さ
p

，
米

穀
，
正

業
衷
煙

雑穀作付’懸積33，000ム

ー雑穀収穫高
16，920，000斤（1960年）

竹材，木材（塗盆）

農機具 瞬工期鮪甲
羅，　トラクター工場 i縮…ムーt・65斤／ムー

さつまいも

米 降陰市・餓嬬

とうもろこし，麻，養
豚，ミシソェ：場

さつまいも，とうもろ
こし，飼料作物，養豚
野菜

4，300〕商．約500戸で村
をつくる．17居民，乾，

耕地45，000ムー

緑地40，000ムー一

野草250，000斤

己
庫

1綿花倉庫26・

雑穀，綿 平均純収入128元1
　　　　（1958年）

落花生，大豆，米
養豚，天然肥料

さつまいも，高りゃん，
大麦，小川，とうもろ
こし，豚，綿，落花生

18の自然村よりなる
（もと5つの行政村）ト

ラクター・ステーショ
ン，地勢低湿

劉場大隊，養豚場増設
（1961年）豚3，300頭

落花生，米 t

轡・融製粉（大降騰編讐欝
欝蓮橿根面副粥鰍欄・・一
葉花生・とうもろこしi察工蛙大隊

季藁鳩蒲潜囲
米，養魚 1聯合生産大隊

水利条件に恵まれる

28纏離業区 1穀物（糧飾物） 1・24晒社員18・…人

注）・なお，第9図の農業副区界には，上記の外に6つある
　　・r人民公社総覧』p．234～238，r地理学報』25－2　p．135．　f人民日報』r大公報9196G．1．27

　　　など
　　・r中国の人民公社物語』p．179－L188．　r中国軽工業』1959－2，　p．6，1959－14，　p．29より作成

　　・「特徴ある工業・農業生産部門1には林・副・牧・漁も含む。
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中国農村における経済地域（駒井）

　
と
こ
ろ
で
、
農
業
の
生
産
向
上
の
た
め
に
は
水
利
化
及
び
電
化
が

必
要
で
あ
る
こ
と
は
以
上
の
考
察
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
次

に
潅
陰
専
区
に
お
け
る
水
利
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

水
利
化
に
つ
い
て
　
　
新
婦
河
、
大
運
河
、
…
潅
河
等
が
こ
の
専
区
を
縦

横
に
走
り
、
洪
沢
湖
、
酪
馬
湖
な
ど
の
湖
沼
が
広
く
分
布
す
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も

水
は
得
や
す
い
。
し
か
し
、
水
利
工
事
に
よ
る
治
水
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
一
2
）

准
河
は
孫
文
の
時
代
か
ら
、
河
口
が
つ
ま
っ
て
洪
沢
湖
に
集
ま
り
、
排

水
は
「
蒸
発
」
に
た
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
一
九
五
〇
年
以

来
著
名
な
改
修
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
洪
沢
地
域
に
隣
接
す
る
安
徽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
悼
）

省
最
北
平
原
で
は
一
九
六
六
年
来
新
鉱
河
工
事
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
計
画
で
は
安
徽
省
宿
県
城
北
部
の
泥
河
を
せ
き
と
め
、
潅
陰
専

区
の
洒
洪
を
へ
、
洪
沢
湖
に
水
が
流
れ
こ
む
た
め
磁
北
平
原
の
早
水

害
の
防
除
は
も
ち
ろ
ん
河
南
省
、
江
蘇
省
あ
わ
せ
五
〇
〇
万
ム
…
の

耕
地
に
益
が
も
た
ら
さ
れ
る
内
容
を
も
つ
。

　
准
陰
専
区
に
お
け
る
灌
財
用
、
発
電
用
な
ど
の
水
利
網
の
建
設
は

一
九
五
八
年
公
社
化
時
に
計
画
さ
れ
現
在
で
は
一
部
の
乗
開
通
の
個

所
を
残
し
て
ほ
ぼ
開
通
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
第
1
0
図
）
。
前

述
の
馬
廠
公
社
の
よ
う
に
公
社
化
前
に
地
域
で
独
自
に
開
い
た
水
路

も
数
多
く
あ
る
。
一
九
五
八
年
当
時
、
協
同
組
合
の
協
業
に
よ
る
水

路
の
開
通
の
よ
う
に
、
人
民
公
社
が
公
社
の
協
業
に
よ
る
水
利
化
で

県
連
合
社
、
大
人
民
公
社
化
を
め
ざ
す
情
況
が
生
ま
れ
て
い
な
い
現

段
階
で
は
（
後
述
）
、
数
個
の
人
民
公
社
を
貫
く
大
工
程
は
精
糖
級
の

よ
う
な
経
済
地
域
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
水
利
計
画
、
実
行
に
は
灌
概
用
、
発
電
用
の
ほ
か
に
、
航
運
用
、

洪
水
防
止
用
心
が
あ
り
、
関
連
地
域
間
の
協
調
関
係
を
要
す
る
農
業
、

工
業
、
運
輸
業
及
び
都
市
部
と
農
村
部
の
多
方
面
に
わ
た
る
国
民
経

済
的
任
務
が
か
か
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
水
利
化
に
つ
い
て
は
、

水
利
化
後
の
経
済
的
効
果
、
水
利
網
の
設
置
地
点
と
そ
の
規
模
に
は

と
く
に
注
意
が
は
ら
わ
れ
て
い
る
。
水
利
化
後
の
経
済
的
効
果
に
つ

い
て
は
、
農
業
用
で
は
従
来
の
穀
物
重
点
地
域
と
し
て
、
水
田
用
水

路
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
洪
沢
湖
の
北
と
南
の
丘
陵
地
域
へ

の
洪
給
は
（
第
1
0
図
）
荒
地
の
緑
化
に
対
し
て
効
果
が
あ
る
が
、
水
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
8
）

網
の
建
設
は
な
お
不
十
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
次
に
発
電
用
で
は
、

潅
陰
専
区
で
は
一
五
の
発
電
所
に
対
し
て
水
を
供
給
し
、
宿
遷
、
潅
陰

な
ど
都
市
の
工
業
及
び
都
市
住
民
用
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

各
地
域
の
必
要
電
力
の
水
準
、
動
力
資
源
の
存
在
な
ど
の
詳
細
は
不

明
だ
が
、
平
地
に
設
置
さ
れ
、
流
量
、
流
速
も
大
き
く
な
い
地
域
で

あ
る
か
ら
、
発
電
量
も
少
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
排
水
用
渠
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道
も
灌
瀧
用
水
と
平
行
し
て
建
設
さ
れ
て
お
り
、
平
地
で
の
強
制
排

水
に
よ
る
水
害
の
防
止
が
図
ら
れ
て
い
る
。
主
要
な
地
点
に
は
調
節

水
門
が
設
け
ら
れ
、
夏
季
の
増
水
期
に
備
え
て
い
る
。
ま
た
航
行
可

能
の
主
要
な
地
点
に
は
船
用
の
聞
門
を
設
け
て
い
る
。
か
く
て
准
陰

専
意
に
お
け
る
水
利
網
の
建
設
は
灌
概
用
を
中
心
に
、
主
と
し
て
農

業
に
対
し
て
外
部
か
ら
支
援
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

工
業
生
産
部
門
　
　
公
社
化
後
、
農
村
に
お
け
る
過
剰
労
働
力
を
吸
収

し
な
が
ら
、
農
業
の
機
械
化
、
農
産
物
の
加
工
工
業
等
の
農
村
定
着

化
に
重
点
が
お
か
れ
、
こ
の
動
き
は
地
方
工
業
と
よ
ば
れ
る
も
の
全

体
に
及
ん
だ
。
地
方
工
業
と
は
、
各
省
、
専
区
及
び
そ
れ
以
下
の
各

地
の
県
、
人
民
公
社
に
あ
る
地
方
国
営
、
公
社
営
、
公
私
共
営
及
び

私
営
の
四
種
類
の
成
分
か
ら
な
る
工
業
で
あ
る
。

　
一
九
五
七
年
、
全
国
的
に
は
高
級
農
業
生
産
協
同
組
合
の
連
合
体

構
想
が
進
展
し
て
い
た
段
階
に
、
第
二
次
五
力
年
計
，
画
の
一
貫
と
し

て
新
し
い
工
業
の
建
設
と
既
存
の
工
業
の
管
理
権
の
「
下
放
」
が
行

　
（
δ
↑
）

わ
れ
た
つ
専
区
に
は
、
従
来
省
が
管
理
し
て
い
た
小
型
工
業
が
移
管

中闘農村における経済地域（駒井）

第11表　各省・自治区小高炉建設と生産の速度（1958）

欝嵩iε舗小高炉（座）区地

2，767

　219

　874

4，200

　717．723

　　98，21

　　16．273

　17，895．21

60，000

　　3，349．85

　21，218．6

　24，209．12

192，803

36，020

　　9，636

20，000

　33，783．76

87，227

　15，279，68

14，159

10，313

250，000

33，399

75，916

　　397

　　　78

　　　90

　　132

1，423

　　116

　　296

　　310

5，890

1，472

　　233

11，198

5，654

1，311
／

3，043

1，198

　　999

　　71e

6，8tl1

8，649

　　864

2，55S

1，000

2，286

3，754

卿
㎎
麗
饗
瓢
説
騰
器
麗
㎜
瓢
器
翻
㎜
撚

寧
林
江
西
粛
夏
海
彊
北
西
古
東
蘇
州
江
建
西
北
南
南
東
西
川
南
州

　
　
舅
巳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
κ

　
　
轟
H
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壷
誘

遼
吉
黒
陳
甘
寧
青
新
河
山
内
山
江
認
証
福
涯
湖
湖
河
広
広
四
疑
惑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

原注）・表の小高炉には「半洋半土」のものも含まれる

　　　・四川の生産量は概数

　　　・安徽の生産量は大高炉のものも含む

　注）r人民日報』1958．9．3より。

さ
れ
、
県
の
工
業
は
郷
に
移
管
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
省
、
専
区
な
ど
の
各
級
経
済

地
域
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
創
意
の

下
に
、
系
統
的
な
工
業
体
系
を
各
地
域

に
お
い
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
「
可
能
」

と
な
っ
た
。
製
鉄
業
で
は
一
九
五
八

年
八
月
未
臼
ま
で
に
、
全
国
各
地
で
完

　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
（
一
〇
U
）

成
し
た
小
高
炉
が
ニ
ニ
子
熊
を
数
え
、

江
蘇
省
は
先
進
地
域
に
属
し
、
一
九
五

八
年
宋
ま
で
に
二
四
、
二
〇
九
t
を
産

出
し
た
（
第
1
1
表
）
。
潅
陰
専
区
で
は
、
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E料蓋下降位置
500mm

コークスと石灰石

　
　
＼
へ
一
（

∠
　
　
　
　
つ

炉
喉

し入しノ0（YJOぐ

2峨3。浄潜馨3討1 木炭

たきぎ（乱積み）

空気とり入れ口の位羅

　　　　6，7cmのたきぎ
出鉄口　（縦横に配列する）

炉

身

炉
腹

炉
紅

高さ8・5～9・5m木炭（16～17ごmの∫享さでつめる）

　　　　　　　第11図　小高炉と炉内装順図

注）r人罵日報』1958．9．2より。

宿
遷
、
潅
陰
な
ど
の
都
市
部
で
〃
五
星
”
　
（
定
型
、
定
群
、
定
量
、

　
　
　
　
（
一
8
）

定
員
、
定
制
度
）
を
行
い
な
が
ら
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
発
電
所
か

ら
電
力
の
供
給
を
う
け
、
　
「
土
法
」
の
小
高
炉
に
よ
る
（
第
1
1
図
）
生

産
を
は
じ
め
た
。
し
か
し
、
こ
の
小
高
炉
は
そ
の
構
造
上
、
多
く
の

　
　
　
　
　
　
（
一
8
）

欠
点
を
備
え
て
い
た
。
ω
高
炉
の
土
台
が
低
い
た
め
、
操
作
前
・
中

湿
気
に
よ
る
影
響
を
う
け
や
す
い
。
㈲
し
た
が
っ
て
、
高
温
に
保
つ

こ
と
に
披
術
を
要
す
る
。
⑭
火
入
れ
の
前
に
十
分
内
部
を
乾
燥
し
な

い
な
ど
の
準
備
不
足
が
多
い
。
◎
出
鉄
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
思
っ
た
よ

り
早
く
鉄
を
だ
し
て
し
ま
う
、
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
省
級
の

工
場
、
関
係
役
所
か
ら
、
多
数
の
幹
部
の
「
下
放
」
が
行
わ
れ
、
鉄

鋼
技
術
に
つ
い
て
指
導
し
、
地
方
工
業
の
技
術
向
上
に
つ
と
め
た
。

ま
た
、
県
、
人
民
公
社
の
指
導
幹
部
も
専
門
的
に
学
び
、
生
産
の
向

上
を
は
か
っ
た
。

　
鉄
か
ら
出
発
し
た
工
業
は
、
さ
ら
に
車
輪
、
鋳
造
、
ガ
ラ
ス
工
業

な
ど
に
発
展
し
た
。
江
蘇
省
の
各
専
区
で
は
、
平
均
六
く
ら
い
の
軽

工
業
企
業
及
び
一
五
〇
人
の
労
働
者
の
有
す
る
二
〇
〇
余
の
工
場
鉱

　
　
　
　
　
（
δ
c
。
）

山
が
新
建
さ
れ
た
。
ま
た
農
村
部
に
お
い
て
も
、
県
、
人
民
公
社
に

工
業
が
導
入
さ
れ
た
。

　
現
在
、
宿
遷
を
中
心
と
す
る
地
域
は
潅
陰
専
区
で
も
工
業
化
の
進

ん
だ
地
域
で
あ
る
が
、
工
業
導
入
の
初
期
の
段
階
で
、
第
1
2
表
に
示

　
　
　
　
　
　
　
　
（
δ
O
V

し
た
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
特
に
、
宿
遷
の
隣
接
地
域
、
設
置
公
社

で
は
モ
ー
タ
ー
、
電
動
ソ
ー
サ
ー
、
電
線
な
ど
か
な
り
高
度
な
技
術

を
要
す
る
工
業
製
品
が
製
作
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、

仰
化
公
社
に
お
い
て
は
、
木
製
の
簡
易
自
動
印
刷
機
を
製
作
レ
た

（
第
1
2
図
）
。
こ
れ
は
機
身
を
木
で
つ
く
り
、
三
つ
の
歯
車
部
に
の
み
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中国農村における経済地域（駒井）

　　　　第12表　江蘇省准陰専区宿遷累における工業の成果（1958．王2．12～1959．1．5）

県が建設した工場で，生産を開始したもの

人民公社が建設した工場で，生産を開始したもの

改造・拡張した工場で，生産を開始したもの

、ll｝415腸

221

計 636工場

新しく建設された工揚及び改造・拡張された工場の生産項目　　88種

ガラス，セメント，レンガ，機械修理，白酒，アルコール，食品加工，被服，化学肥料，飼料

メリヤス，飼料用容器，耐火レンガなど

試作に成功した主要な新製品

難黎1公社名 義　　作　　成　　功　　品　例

古城の東

　18

　14

　12
　13
　16

　11

　17

　10

役
社
社
社
祉
社
社

公
公
公
公
公
公
公

王
子
城
化
咀
徽
興

覇
埠
古
仰
丁
丁
大

歓
敏
公
公
車
頭
歌
井

県立木工場

モーター変圧器，電気ノコギリ，電線，銅線，鉄線
耐火レンガ，無水アルコール，ガラス，化学肥料

靴底縫合機，切断機

ミシン，イモ切り機

木製印刷機

木製印織機

レンガ製造機，泥コネ機

500kgジャッキ（搾油用にも可能），万能クギ製造機，
石灰（セメント，農業用）

上とほぼ同じ

鉄碗，ガラス酒ビソ，○型ガラス棒，ガラス製おもちゃ

木おびノコ，四面パンチャー，円盤ノコギリ，平カンナ
三段ホゾあけ機

注）r中国軽工業』1959－2p・6，「宿遷二五天大弁工業的戦果」（王捷）より作成。

　　　　　i

し
て
お
ら
ず
、
大
規
模
な
生
産
が
で
き
な
か
っ
た
　
8
1

い
わ
ゆ
る
「
土
法
」
の
有
利
な
点
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
G
り
原
料
を
地
元
で
利
用
し
、
㈲
現
代
的

動
力
を
使
わ
ず
、
普
通
の
木
・
鉄
工
品
を
使
い
な

が
ら
十
分
生
命
を
保
ち
、
の
地
方
で
電
機
、
印
励

工
業
を
開
花
さ
せ
た
こ
と
に
意
義
を
有
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
工
業
が
、
上
の
意
義
に
お
い
て
一
定

の
成
果
を
あ
げ
る
と
、
周
辺
の
各
公
社
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
O
）

「
超
覇
王
、
勝
高
康
、
力
争
全
国
第
一
」
の
下
に
、

競
っ
て
生
産
を
は
じ
め
た
。
一
〇
数
年
前
の
焼
酒

炉
で
耐
火
レ
ン
ガ
を
作
っ
た
り
、
工
○
年
前
の
ニ

カ
ワ
を
供
出
し
て
間
に
あ
わ
せ
る
な
ど
「
現
地
で

資
材
を
集
め
る
と
い
う
原
則
」
が
若
干
ゆ
き
す
ぎ

る
現
象
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
い
わ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
＝
）

る
「
土
法
」
の
不
利
な
点
を
示
し
て
い
る
。
ま
た

そ
れ
ら
の
工
場
で
は
数
人
の
労
働
力
の
み
で
、
動

力
も
な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
工
場
」
の
よ
う
す
を
墨

（379）

鉄
製
の
も
の
を
使
い
、
資
本
も
七
五
～
八
○
元
以

内
で
コ
ス
ト
を
お
さ
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、



L18m

圧迫板

紙くり器

書聖1m（Φ）
（木製動輪）

足踏み板

幽t

油盤

、

f
「
「

’

’

●

H
ヨ

1・25m

　　　　　第12図　木製足踏み印刷機構造図（潅陰専区宿引県仰化公社開発）

注）『中国軽工業』1959－2p．9より。　　　　　　　　　、

の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
農
村
部
に
お
け
る
工
業
の
設
立
は
、
成
功
、
失
敗
等

の
例
が
数
多
く
あ
っ
た
が
、
そ
の
基
本
的
な
性
格
は
次
の
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
。
ω
農
業
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
一
九
五
九
年
、

農
業
の
増
産
を
は
か
る
た
め
土
掘
り
や
植
え
つ
け
や
井
戸
掘
り
の
仕
事
を
行

い
肥
料
の
増
産
を
進
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
公
社
化
に
よ
っ
て
増
大

し
た
多
く
の
薮
物
や
経
済
作
物
を
必
ず
適
時
に
加
工
処
理
せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
）
。
㈹
潅
陰
専
区
で
は
、
公
社
化
段
階
に
十
分
な
フ
ォ
ン
ド
蓄

積
が
な
か
っ
た
た
め
、
都
市
近
郊
農
村
以
外
で
は
大
規
模
建
設
が
で

き
な
か
っ
た
（
成
功
例
は
、
フ
ォ
ン
ド
、
経
験
の
蓄
積
が
あ
っ
た
宿
遷
、
潅

　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
悼
）

陰
衛
周
辺
に
集
中
し
て
い
る
）
。
㊨
し
た
が
っ
て
、
　
多
く
の
工
場
は
加

工
工
場
－
手
工
業
に
よ
る
一
の
域
を
で
な
か
っ
た
、
以
上
で
あ
る
。

　
准
陰
専
区
に
お
け
る
工
業
生
産
部
門
は
、
経
験
豊
富
な
都
市
部
に

お
い
て
工
業
ら
し
い
工
業
の
形
態
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
多
く
の

農
村
人
民
公
社
に
お
い
て
は
、
工
業
が
主
導
的
役
割
を
は
た
し
え
ず

い
わ
ば
農
業
生
産
の
要
求
が
能
動
的
な
役
割
を
は
た
し
、
工
業
に
働

き
か
け
て
い
る
と
い
え
る
。
「
文
化
大
革
命
」
に
お
い
て
も
、
小
型
農
機

工
業
な
ど
は
、
コ
に
修
理
、
二
に
部
品
の
と
り
か
え
、
三
に
製
造
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
。
。
）

そ
の
位
置
づ
け
を
は
っ
き
り
お
こ
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
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中国農村における経済地域（駒井）

民
公
社
経
済
地
域
に
お
い
て
は
、
総
合
性
の
性
格
は
備
え
て
い
る
が
、

ま
だ
総
舎
的
発
展
は
み
ら
れ
な
い
と
い
え
る
。
専
昇
級
経
済
地
域
に

お
い
て
は
潅
陰
市
、
聖
遷
、
漣
水
な
ど
突
出
し
た
工
業
部
門
を
備
え

て
お
り
、
総
合
性
、
総
合
的
発
展
は
備
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
准
廊
下
区
に
お
い
て
は
、
多
く
の
「
独
自
的
」

な
成
長
を
み
せ
る
人
民
公
社
経
済
地
域
を
含
み
な
が
ら
、
全
体
と
し

て
は
各
生
産
部
門
が
一
定
の
比
例
を
得
よ
う
と
し
、
成
長
の
段
階
に

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

四

人
民
公
社
と
専
区
級
経
済
地
域

　
　
　
一
下
級
i
中
級
経
済
地
域

　
前
章
で
考
察
の
ご
と
く
、
経
済
地
域
に
お
い
て
は
、
省
級
と
専
区

級
、
専
区
級
と
県
・
入
居
公
社
級
、
人
民
公
社
級
と
人
民
公
社
級
と

の
関
係
が
縦
横
に
連
関
し
あ
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
人
民
公
社
級

経
済
地
域
と
恥
曝
級
経
済
地
域
と
の
関
係
か
ら
い
え
ば
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

　
人
民
公
社
で
の
ホ
ズ
ラ
ス
チ
ヨ
ー
ト
は
い
わ
ゆ
る
「
完
整
」
し
た

も
の
で
は
な
い
。
童
画
、
県
的
規
模
の
要
求
が
人
民
公
社
の
生
産
に

よ
っ
て
満
足
さ
せ
ら
れ
る
比
重
も
多
く
、
人
民
公
社
の
生
産
の
中
に
、

　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
零
）

専
区
、
県
の
た
め
に
行
う
要
素
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
こ
れ
は
、
人
民
公
社
経
済
地
域
に
お
い
て
、
可
能
な
か
ぎ
り
の
生
産
・

の
総
合
化
を
は
か
り
つ
つ
も
、
そ
の
生
産
が
専
区
、
県
等
の
よ
り
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
U
）

級
経
済
地
域
の
生
産
計
爾
の
制
約
を
う
け
る
か
ら
で
あ
る
。
戦
馬
専

区
で
、
第
9
表
、
第
1
0
表
の
よ
う
に
農
業
・
工
業
生
産
部
門
が
、
各

地
域
、
人
民
公
社
に
お
い
て
異
な
る
特
徴
を
備
え
て
お
り
、
専
区
内

の
諸
条
件
の
差
異
を
考
慮
し
て
生
産
部
門
突
出
が
は
か
ら
れ
、
専
区

内
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
持
ち
ま
え
」
を
発
揮
し
て
い
る
の
も
、

そ
の
た
め
で
あ
る
。
専
区
級
経
済
地
域
も
同
様
に
、
省
級
、
国
民
経

済
的
要
求
に
よ
り
生
産
を
行
っ
て
い
る
。

　
専
区
級
経
済
地
域
は
、
人
民
公
社
経
済
地
域
に
対
し
て
、
そ
の
人

民
公
社
経
済
地
域
に
お
け
る
生
産
及
び
消
費
に
み
あ
わ
せ
、
他
公
社
、

上
級
経
済
地
域
の
要
求
に
も
と
つ
く
人
民
公
社
生
産
物
の
そ
の
公
社

で
の
生
産
に
し
め
る
割
合
を
適
当
に
決
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま

た
、
人
民
公
社
経
済
地
域
に
対
し
て
、
上
級
経
済
地
域
と
し
て
の
援

助
を
与
え
て
い
る
。
潅
陰
専
区
の
場
合
で
は
、
米
、
綿
が
主
と
し
て

他
公
社
、
上
級
経
済
地
域
と
の
経
済
的
結
合
の
際
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
前
述
の
ご
と
く
、
こ
の
専
一
の
人
民
公
社
が
米
、

綿
を
区
外
に
供
出
で
き
る
ほ
ど
産
出
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
筐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
罵
｛
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陰
市
の
周
辺
で
は
商
品
生
産
物
が
注
目
さ
れ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

人
民
公
社
か
ら
専
区
へ
上
納
す
る
生
産
物
が
、
専
区
の
要
求
に
み
た

な
い
な
ら
ば
、
そ
の
差
は
専
区
級
経
済
地
域
か
ら
人
民
公
社
経
済
地

域
へ
の
貸
付
金
を
多
く
す
る
な
ど
調
節
が
行
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

准
母
専
区
で
は
多
く
の
場
合
米
、
綿
が
区
外
に
供
出
さ
れ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
α
）

の
べ
た
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
公
線
」
で
あ
り
、
そ
の
量
に
つ
い

て
は
個
々
の
人
民
公
社
に
つ
い
て
決
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
専
区
界
経

済
地
域
の
必
要
と
す
る
最
低
限
の
量
で
あ
り
、
も
し
そ
れ
以
上
こ
え

た
場
合
は
「
商
品
」
に
転
化
し
、
満
た
な
い
場
合
は
貸
付
金
が
ふ
え

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
工
区
は
人
民
公
社
に
対
し
て
援
助
と
そ
の

　
　
　
　
　
（
二
刈
）

米
と
を
等
価
交
換
す
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
潅
亡
婦
区
に
お
い

て
は
公
社
化
前
に
は
穀
物
の
単
一
栽
培
が
中
心
で
あ
り
、
商
品
生
産

部
門
は
き
わ
め
て
低
か
っ
た
の
で
、
公
社
化
後
人
民
公
社
の
フ
ォ
ン

ド
蓄
積
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
工
業
の
公
社
へ
の
導
入

の
際
に
は
、
専
区
、
県
か
ら
の
貸
付
金
を
た
く
さ
ん
受
け
入
れ
た
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
。
。
）

果
、
米
の
専
区
、
県
級
経
済
地
域
へ
の
移
出
は
当
然
多
く
な
っ
た
の

で
あ
る
。
ま
た
前
述
の
太
平
公
社
劉
場
大
隊
の
場
合
、
牧
畜
業
の
発

展
の
た
め
大
隊
で
は
栽
培
し
て
い
な
か
っ
た
飼
料
用
作
物
を
上
級
か

ら
調
達
さ
れ
た
際
、
そ
の
見
か
え
り
と
し
て
穀
物
を
供
出
し
た
の
も

そ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
一
九
五
八
年
以
後
公
署
経
済
地
域
が
成
長
す
る
中
で
、
准

陰
極
区
に
お
い
て
は
専
区
に
よ
る
大
規
模
な
水
利
化
が
展
開
さ
れ
た

が
、
実
際
の
工
事
は
人
民
公
社
に
お
け
る
労
働
力
を
利
用
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
際
、
人
民
公
社
化
段
階
に
お
い
て
高
級
農
業
生
産
協

同
組
合
の
共
同
労
働
に
よ
っ
て
水
利
化
が
実
現
さ
れ
た
と
同
じ
く
、

前
述
の
ご
と
く
当
該
の
人
民
公
社
間
の
共
同
労
働
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
か
っ
た
。
こ
の
と
き
、
工
事
の
指
導
に
県
、
鉱
区
が
あ
た
っ
て
い

た
が
、
生
産
の
発
展
に
よ
る
必
然
性
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
人
民
公

社
の
統
合
に
は
発
展
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
人
民
公
社
間
の
協
力

体
制
は
、
こ
の
時
期
に
は
強
化
さ
れ
た
こ
と
に
ま
ち
が
い
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
自
己
の
生
産
物
の
等
価
交
換
に
よ
っ
て
結
び
つ
い
て

い
る
人
民
公
社
経
済
地
域
ど
う
し
の
関
係
に
新
し
い
関
係
を
導
入
し

た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
人
民
公
社
の
社
員
の
労
働
に
よ
る
協
力

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
民
公
祉
は
自
己
の
フ
ォ
ン
ド
の
一
部
を

他
の
人
民
公
社
と
の
生
産
的
結
合
、
ス
ム
イ
チ
カ
に
ふ
り
む
け
た
の

　
　
〔
一
一
り
）

で
あ
る
。
現
在
こ
れ
ら
の
人
民
公
社
経
済
地
域
ど
う
し
の
結
び
つ
き

は
～
潅
陰
専
区
で
は
、
水
利
化
の
ほ
か
に
小
型
発
電
所
及
び
道
路
建

設
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
協
力
体
制
を
強
化
す
れ
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ば
、
資
金
の
合
理
的
、
経
済
的
利
用
、
資
材
の
節
約
、
建
設
原
価
の

ひ
き
さ
げ
な
ど
に
ょ
い
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
し
　
　
り
　
　
も
　
　
も
　
　
し
　
　
も
　
　
へ
　
　
し

た
だ
、
こ
の
過
程
に
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
専
管
級
経
済
地
域
に
よ
る

計
画
及
び
資
金
の
貸
付
け
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
専
区
級
経

済
地
域
と
複
数
の
人
民
公
社
経
済
地
域
と
の
結
合
が
強
調
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。

　
以
上
の
ご
と
く
、
人
民
公
社
経
済
地
域
の
専
心
に
お
け
る
位
置
は
、

下
級
経
済
地
域
の
よ
り
上
級
経
済
地
域
に
お
け
る
位
置
で
あ
り
、
そ

れ
ら
の
問
に
は
複
雑
で
有
機
的
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
潅
陰
専
区
と
北
京
市
郊
区
に
お
け
る
人
民
公
社
お
よ
び
潅
陰
専
区

の
具
体
的
な
例
を
あ
げ
て
、
農
業
集
団
化
過
程
で
の
人
民
公
社
経
済

地
域
の
形
成
、
　
「
基
礎
地
域
」
と
し
て
の
人
民
公
社
経
済
地
域
の
問

題
点
、
粗
対
的
独
自
的
発
展
及
び
専
区
級
経
済
地
域
の
特
徴
と
専
区

に
お
け
る
人
民
公
社
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

　
現
在
、
人
民
公
社
経
済
地
域
は
中
国
農
村
に
お
け
る
「
基
礎
地
域
」

と
し
て
、
ω
農
業
の
集
約
化
、
農
業
生
産
部
門
の
多
部
門
化
、
㈲
生

産
部
門
の
多
部
門
化
　
㊨
労
働
力
、
蕃
民
点
の
合
理
的
配
概
　
◎
科

学
的
財
政
管
理
、
㈹
生
産
物
交
換
体
制
の
確
立
が
追
求
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
ω
上
級
の
計
画
の
欄
約
の
下
で
の
農
業
部
門
の
増
産
、
部

門
間
の
正
し
い
つ
り
あ
い
、
②
上
級
の
計
画
の
制
約
の
下
で
、
工
業

導
入
に
よ
る
生
産
の
発
展
、
各
部
門
間
の
正
し
い
つ
り
あ
い
、
㈲
副

業
そ
の
他
の
発
展
に
よ
る
労
働
力
吸
収
、
居
民
点
計
画
、
④
指
導
体

制
の
確
立
と
農
罠
の
支
持
、
⑤
発
電
所
、
道
路
建
設
、
市
場
の
確
立

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
新
し
い
生
産
力
と
し
て
の
工
業
が
、

市
街
部
周
辺
の
農
村
で
は
あ
る
程
度
の
成
功
を
収
め
て
い
る
に
か
か

わ
ら
ず
、
多
く
の
農
村
部
で
は
技
術
的
装
備
の
低
さ
か
ら
、
労
働
生

産
性
の
低
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
人
民
公
社
経
済
地
域

に
お
け
る
生
産
の
多
部
門
の
総
合
的
発
展
は
お
く
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
依
然
と
し
て
都
市
と
農
村
、
工
業
と
農
業
の
差
は
大
き
く
、

農
村
に
お
け
る
基
礎
地
域
の
経
済
的
基
礎
は
高
く
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
農
業
外
部
か
ら
の
援
助
が
か
な
り
大
き
な
側
面
と
な
っ
て
い
る
。

外
部
か
ら
の
援
助
と
は
、
他
の
地
域
か
ら
の
生
産
物
の
移
入
、
貸
付

金
の
受
け
入
れ
等
で
あ
る
。
そ
の
際
、
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い

る
の
が
、
よ
り
上
級
の
専
区
で
あ
る
。
現
在
の
人
民
公
社
は
、
こ
れ

ら
上
級
の
地
域
か
ら
の
援
助
を
う
け
て
い
る
。

　
中
級
の
経
済
地
域
た
る
専
二
級
経
済
地
域
は
、
人
民
公
社
に
対
す
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る
財
政
的
援
助
だ
け
で
な
く
、
農
業
区
劃
な
ど
人
民
公
社
に
対
す
る

経
済
区
劃
の
鋼
約
を
も
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
専
門
級
経
済
地
域

の
相
対
的
独
自
性
を
考
察
す
る
こ
と
と
並
行
し
て
、
入
湯
公
社
経
済

地
域
と
専
区
級
経
済
地
域
と
の
連
関
を
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
特
に
、
駈
落
専
区
の
よ
う
に
人
民
公
社
の
規
模
が
小
さ
い
地
域

で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
人
民
公
社
の
総
合
的
発
展
の
可
能
性
は
よ

り
小
さ
く
な
り
、
上
記
の
人
民
公
社
の
弱
点
は
い
っ
そ
う
顕
著
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
准
陰
専
区
に
お
け
る
人
民
公
社
経
済
地
域
と
専
区
級

経
済
地
域
と
の
連
関
を
具
体
的
に
考
察
す
る
こ
と
が
十
分
に
で
き
な

か
っ
た
。
准
陰
専
区
に
お
け
る
人
民
公
社
の
資
料
が
乏
し
い
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
点
は
今
後
の
考
察
の
課
題
と
す
べ
き
で
あ
る
。

①
　
キ
ム
・
ス
ソ
ジ
ュ
ソ
『
わ
が
国
に
お
け
る
農
村
問
題
解
決
の
歴
史
的
経
験
』
（
チ

　
ョ
ソ
ソ
語
）
四
ペ
ー
ジ
、
　
九
六
三
。
許
灘
新
『
中
国
過
渡
時
期
国
民
経
済
的
分
析

　
一
一
九
臨
九
～
一
九
五
七
年
一
画
七
八
ペ
ー
ジ
、
一
九
六
二
。
な
お
、
ウ
ク
ラ

　
ー
ド
論
に
よ
る
中
国
経
済
の
分
析
は
、
江
副
敏
生
「
中
国
に
お
け
る
社
会
主
義
経

　
済
の
特
質
」
、
講
座
国
際
経
済
、
第
一
巻
現
代
世
界
経
済
論
所
収
、
一
九
六
一
。

　
農
村
の
分
散
性
克
服
の
試
み
に
つ
い
て
は
、
華
煕
成
編
「
盤
村
人
民
公
社
経
済
建

　
設
規
劃
中
的
｝
些
数
学
方
法
」
『
地
理
』
、
六
八
ペ
ー
ジ
、
　
一
九
六
一
。
ま
た
、

　
各
国
の
比
較
に
つ
い
て
は
副
島
種
典
「
農
業
の
社
会
主
義
的
改
造
に
か
ん
す
る
理

　
論
的
諸
問
題
」
『
労
働
・
農
民
運
動
』
所
収
。
二
〇
〇
ペ
ー
ジ
、
一
九
七
〇
。

②
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
反
デ
ュ
ー
リ
ソ
グ
論
」
、
マ
ル
ク
ス
u
エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
、
第

　
　
四
巻
、
四
九
五
ぺ
！
ジ
。

③
ソ
連
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
型
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
農
業
ア
ル
テ
リ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
集

　
団
農
場
）
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
T
K
3
X
型
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
郡
総
合

　
農
場
型
な
ど
土
地
所
有
の
社
会
化
の
段
階
、
分
配
の
方
法
に
よ
り
多
種
多
様
で
あ

　
る
。

④
中
国
の
場
合
、
こ
の
比
重
は
比
較
的
小
さ
い
。
国
営
農
場
の
任
務
と
し
て
は
、

　
ω
国
家
計
醸
に
し
た
が
い
生
産
を
高
め
、
工
業
化
の
需
要
に
応
じ
る
。
②
コ
ス
ト

　
を
引
き
さ
げ
有
利
な
生
産
を
遂
行
し
、
フ
ォ
ソ
ド
を
蓄
積
す
る
。
③
経
験
を
蓄
積

　
し
、
幹
部
を
育
て
る
。
ω
周
囲
の
農
畏
を
団
結
さ
せ
、
大
規
模
生
産
の
優
越
性
を

　
示
し
教
育
す
る
こ
と
、
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
後
述
の
潅
陰
野
区
に
は
二
つ
存
在

　
し
て
い
る
（
『
人
民
目
報
』
一
九
五
八
・
三
・
一
八
）
。
上
記
四
つ
の
任
務
に
つ
い

　
て
は
、
①
の
二
三
新
一
六
一
ペ
ー
ジ
及
び
何
柄
煤
等
『
前
進
中
的
祖
国
農
業
』
四

　
一
ペ
ー
ジ
、
一
九
五
六
。

⑤
　
一
九
六
二
～
六
三
年
に
は
農
業
基
礎
論
、
す
な
わ
ち
農
業
を
基
礎
と
し
、
工
業

　
を
轟
き
手
と
す
る
国
罠
経
済
発
展
の
総
方
針
を
確
立
し
、
工
、
農
業
の
総
合
的
発

　
展
を
す
す
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
房
維
中
「
論
工
業
湘
農
業
同
時
併
挙
」
簡
経
済

　
研
究
』
四
九
ペ
ー
ジ
、
　
一
九
五
八
。
松
野
昭
二
「
中
国
国
民
経
済
の
発
展
過
程
⇔

　
一
工
、
農
関
係
の
発
展
を
中
心
と
し
て
一
」
『
立
命
館
経
済
学
』
　
一
二
一
一
、
九

　
五
ペ
ー
ジ
。

⑥
一
九
六
二
年
九
月
の
農
村
人
民
公
社
工
作
条
例
（
一
般
に
農
業
六
〇
条
と
い
う
）

　
第
二
〇
条
に
よ
れ
ば
独
立
採
筑
単
位
を
大
部
分
生
産
隊
に
お
い
て
い
る
。
　
『
中
国

　
研
究
』
、
恥
四
、
二
八
ぺ
！
ジ
、
一
九
七
〇
。
．

⑦
拙
稿
「
農
村
人
民
公
社
経
済
地
域
と
そ
の
区
画
」
『
人
文
地
理
』
一
九
－
三
、

　
九
一
ペ
ー
ジ
。

⑧
費
孝
通
著
、
市
木
亮
訳
『
支
那
の
農
民
生
活
』
二
一
〇
ペ
ー
ジ
、
一
九
三
九
。

⑨
マ
ジ
ャ
ー
ル
著
、
井
上
照
臨
訳
『
支
那
農
業
経
済
論
』
ニ
ゴ
＝
ペ
ー
ジ
、
一
九
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三
五
、
　
「
灌
瀧
組
織
の
発
達
し
た
断
江
省
北
部
及
び
南
部
で
は
紛
争
が
起
る
こ
と

　
は
稀
で
あ
る
」
と
す
る
。

⑩
一
九
四
七
年
九
月
；
百
全
圏
土
地
会
議
に
お
い
て
採
択
、
一
六
条
よ
り
な
る
。

　
土
地
分
配
に
つ
い
て
は
七
条
に
明
記
、
水
利
施
設
に
つ
い
て
は
八
条
に
あ
り
、
普

　
通
の
土
地
基
準
に
よ
り
分
配
さ
れ
る
。
名
和
統
一
、
高
桑
末
秀
『
中
国
の
赤
い
手

　
帖
臨
九
七
ペ
ー
ジ
、
一
九
四
九
。
三
好
四
郎
『
半
封
建
的
土
地
所
有
論
』
六
七
ペ

　
ー
ジ
、
一
九
五
六
参
照
。

⑪
　
謂
政
文
「
山
西
享
県
は
如
何
に
土
地
改
革
を
行
っ
た
か
」
　
『
当
国
解
放
地
区
土

　
地
改
革
関
係
資
料
集
』
所
収
、
農
林
省
農
地
都
一
二
三
ペ
ー
ジ
、
一
九
四
九
。

⑫
王
国
藩
「
従
農
業
生
産
合
作
社
到
人
民
公
社
」
『
教
学
與
研
究
』
一
九
五
八
一

　
一
二
、
三
ペ
ー
ジ
。
呉
芝
圃
「
由
農
業
生
産
合
作
社
到
人
民
公
社
」
『
新
華
半
月

　
刊
』
…
九
五
八
－
一
九
、
八
三
ペ
ー
ジ
。

⑬
副
島
種
典
「
社
会
主
義
建
設
に
お
け
る
一
般
性
と
特
殊
性
－
中
ソ
を
例
と
し
て

　
一
」
『
経
済
評
紘
醐
』
　
一
九
六
一
一
四
、
　
一
七
〇
ペ
ー
ジ
。

⑭
『
偉
大
的
十
年
』
国
家
統
計
局
編
一
五
九
ぺ
．
ー
ジ
、
【
九
五
九
。

⑮
　
「
大
躍
進
」
の
申
で
農
業
科
学
と
農
民
の
生
産
実
践
の
経
験
を
総
括
し
た
も
の
。

　
「
土
（
壌
改
良
）
、
肥
（
料
）
、
水
（
利
）
、
種
（
良
種
）
、
密
（
植
）
、
保
（
護
と

　
防
除
）
、
管
（
理
）
、
工
（
具
の
改
良
）
」
、
劉
瑞
龍
「
農
業
〃
八
字
憲
法
”
的
形
成

　
和
発
展
」
『
輝
煙
的
十
年
』
（
上
）
三
三
〇
ペ
ー
ジ
、
一
九
五
九
。

⑯
鄙
子
恢
二
年
来
農
業
合
作
化
運
動
的
発
展
情
況
和
今
後
工
作
」
『
中
華
人
斑

　
共
和
闘
第
一
届
全
国
人
民
代
表
大
会
第
三
次
会
議
難
件
』
一
五
八
ペ
ー
ジ
、
一
九

　
五
六
。

⑰
嘗
。
巽
”
8
㌣
○
℃
召
募
ω
竃
寓
8
ξ
§
琴
ヨ
温
突
。
3
薄
き
。
【
＾
身
8
愚
。
話
。
＝
虞

　
δ
8
暑
。
器
8
誉
田
臓
。
讐
ぎ
0
8
自
↓
器
葛
び
≧
o
o
笛
帥
嚇
お
㎝
①
。
o
も
・
o
。
■

⑱
福
島
裕
「
工
業
化
の
新
段
階
と
人
民
公
社
」
『
経
済
評
論
』
一
九
五
九
－
八
、

　
一
二
三
ペ
ー
ジ
。

⑲
　
李
琳
、
馬
明
「
勤
倹
弁
社
、
建
設
費
区
」
『
中
国
縫
村
天
社
会
主
義
高
潮
㎞
（
選

　
本
）
中
共
申
央
弁
公
庁
編
七
一
ペ
ー
ジ
、
一
九
五
六
。

⑳
中
共
淫
陰
｛
地
添
ハ
生
｛
麗
合
作
部
「
沃
濤
郷
的
全
面
規
翻
…
」
『
同
上
』
一
漏
〇
四
ペ
ー

　
ジ
。
こ
の
郷
は
第
2
図
の
現
馬
主
公
社
の
北
東
部
に
位
置
す
る
と
思
わ
れ
る
。

⑳
　
⑲
論
文
及
び
李
琳
「
平
・
瀬
県
的
全
面
規
劃
」
『
同
」
－
…
』
二
八
九
ペ
ー
ジ
。

⑫
　
一
九
五
〇
年
に
東
北
地
方
で
改
良
さ
れ
た
。
一
九
五
四
年
で
は
、
主
に
北
方
で

　
四
万
台
、
一
九
五
五
～
五
六
年
の
二
年
間
に
一
五
〇
万
台
に
達
し
た
。
一
九
五
八

　
・
四
・
一
六
『
人
民
日
報
隠
社
論
。
図
は
天
野
元
之
助
『
中
国
農
業
史
研
究
』
八

　
〇
六
ペ
ー
ジ
、
一
九
六
二
参
照
。

⑳
牛
に
ひ
か
せ
、
湿
地
に
種
を
ま
く
機
械
。
一
人
一
日
一
ニ
ム
ー
活
動
で
き
る
。

　
一
九
五
九
・
一
一
・
二
七
『
人
昆
鼻
聾
』
。

⑳
　
江
蘇
省
は
概
し
て
ト
ラ
ク
タ
ー
利
用
率
が
高
い
。
全
国
を
　
○
○
と
す
る
と
一

　
二
九
、
朱
道
華
ほ
か
「
論
農
業
機
械
化
与
三
塁
細
作
、
提
高
単
位
面
積
産
螢
的
関

　
系
」
『
光
明
日
報
』
一
九
六
三
・
九
・
一
六
。

⑳
　
互
助
組
は
季
節
的
互
助
組
と
周
年
の
互
助
組
の
ご
つ
の
型
に
分
類
さ
れ
る
。
い

　
ず
れ
も
、
生
産
手
段
の
私
有
権
を
残
し
て
い
る
。
参
加
者
の
世
帯
は
自
分
達
の
土

　
地
を
世
話
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
土
地
か
ら
の
生
産
物
に
対
す
る
権
利
を
も
つ

　
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
形
の
相
互
扶
助
は
、
土
地
改
革
後
の
佳
事
の
能
率
を
高
め
、

　
農
業
生
産
力
を
高
め
、
参
加
者
の
所
得
を
増
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
手
毅
の
不

　
足
か
ら
生
ず
る
困
難
を
参
加
者
が
ぎ
り
ぬ
け
る
こ
と
を
援
助
し
た
。
月
溜
p
σ
Q
8
㌣

　
い
貫
〉
σ
q
N
8
巳
け
霞
巴
O
o
－
o
℃
㊦
鑓
臨
§
冒
O
瓢
箪
も
．
。
。
。
。
』
霧
P
江
副
敏
生
「
中

　
国
に
お
け
る
経
済
構
造
の
変
革
と
そ
の
課
題
一
新
晟
主
主
義
経
済
と
農
業
の
社
会

　
主
義
的
改
造
」
『
変
革
期
中
国
の
研
究
』
所
収
一
一
七
六
ペ
ー
ジ
、
一
九
五
五
。
『
世

　
口
芥
経
済
年
報
』
　
一
山
ハ
ニ
ペ
ー
ジ
、
　
一
九
｝
血
二
一
一
。
季
麹
即
的
互
助
組
は
最
も
初
止
少

　
的
な
形
態
で
あ
り
、
古
く
か
ら
あ
る
合
棋
（
役
畜
の
共
同
使
用
）
お
よ
び
換
工
（
日

　
　
　
ヤ
　
　
へ

　
本
の
ゆ
い
に
似
た
も
の
。
　
『
中
国
農
村
慣
行
調
査
』
に
よ
れ
ば
鶴
工
と
搭
套
の
二

　
種
あ
る
。
＝
＝
、
一
四
三
ペ
ー
ジ
、
一
九
五
三
、
第
一
巻
）
な
ど
の
民
間
慣
習
と
し

　
て
存
在
し
た
も
の
の
発
展
で
あ
る
。
農
閑
期
に
は
解
消
す
る
。
儀
我
壮
一
郎
「
新
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中
購
に
お
け
る
農
業
生
産
合
作
社
の
諸
問
題
」
『
経
営
研
究
』
七
、
三
ペ
ー
ジ
参
照
。

⑳
　
柳
田
『
創
業
史
』
（
下
）
一
九
三
ぺ
ー
ジ
、
【
九
六
四
。

⑳
㊧
李
琳
論
文
二
九
ご
ペ
ー
ジ
。

㊧
　

「
挨
餓
」
、
ひ
も
じ
い
思
い
を
す
る
。

⑳
　
「
股
」
、
係
。

⑳
労
働
力
管
理
に
混
乱
を
き
た
し
て
い
た
た
め
。

⑳
　
李
咳
止
を
中
心
と
す
る
金
星
農
林
牧
生
産
協
同
組
合
。
山
西
省
太
行
山
地
に
あ

　
る
。

⑫
　
ソ
連
に
お
い
て
一
般
的
な
コ
ル
ホ
ー
ズ
形
態
で
あ
る
農
業
ア
ル
テ
リ
に
ほ
ぼ
等

　
し
い
。
お
も
な
生
産
手
段
は
組
含
所
有
。
高
級
農
業
生
産
合
作
社
示
範
章
程
参
照
。

　
望
。
雷
切
。
⑦
き
Ω
6
×
o
ω
暮
∩
↓
器
塁
O
帥
巷
同
。
軽
、
参
照
。
大
崎
平
八
郎
『
ソ
ヴ
ェ
ト
農

　
業
政
策
史
上
三
三
二
ペ
ー
ジ
、
一
九
六
〇
。

　
　
石
田
進
「
『
人
民
公
社
在
前
進
』
」
『
ア
ジ
ア
経
済
』
所
収
、
　
一
九
六
七
一
二
、

　
四
九
ペ
ー
ジ
。
上
海
市
郊
外
に
あ
る
。

⑭
準
依
林
「
改
進
他
主
和
疏
菜
的
供
応
工
作
」
⑯
所
収
、
二
九
九
ペ
ー
ジ
。
〃
猪
”

　
は
も
ち
ろ
ん
〃
ブ
タ
”
で
あ
る
。

⑯
　
「
関
於
農
村
建
立
人
民
公
社
闇
題
的
決
議
」
の
こ
と
。
こ
の
暗
期
に
朝
鮮
民
主

　
主
義
人
民
共
和
国
に
お
い
て
も
協
同
化
が
一
〇
〇
％
完
遂
さ
れ
て
い
る
。
①
キ
ム

　
論
文
参
照
。

⑳
　
宋
家
泰
他
5
人
「
江
蘇
省
潅
陰
専
区
農
業
区
劃
」
『
地
理
学
報
』
二
五
一
二
、

　
図
八
よ
り
計
算
。

⑰
　
巻
ω
℃
碧
占
雪
日
興
算
。
日
本
で
は
ふ
つ
う
独
立
採
算
制
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
　
大

　
島
国
雄
は
舗
度
の
内
容
を
重
視
し
て
こ
の
訳
を
と
る
。
ま
た
小
鳩
正
巳
は
独
立
採

　
算
制
と
い
う
言
葉
は
ソ
連
の
歴
史
的
な
特
質
を
重
視
し
す
ぎ
、
一
般
的
本
質
を
正

　
確
に
あ
ら
わ
し
て
い
な
い
と
す
る
。
小
嶋
正
巳
「
企
業
計
算
制
の
性
格
と
特
質
」

　
『
宙
爪
左
遷
編
目
研
廓
冗
』
｝
二
山
バ
ー
一
、
　
二
一
　
一
ペ
ー
ジ
。

　
　
キ
ム
・
イ
ル
ソ
ソ
に
よ
り
提
起
さ
れ
「
都
市
と
農
村
を
連
結
す
る
経
済
的
拠
点
」

　
と
さ
れ
る
。
キ
ム
・
イ
ル
ソ
ソ
「
わ
が
国
に
お
け
る
社
会
主
義
的
中
村
問
題
に
か

　
ん
す
る
テ
ー
ゼ
」
　
（
チ
ョ
ソ
ン
語
）
三
九
ペ
ー
ジ
、
一
九
六
四
。
ナ
ム
・
イ
ル
ポ

　
「
役
会
主
義
、
共
産
主
義
建
設
に
お
け
る
地
域
的
単
位
と
拠
点
」
『
経
済
研
究
』

　
（
チ
ョ
ソ
ン
語
）
】
九
六
七
一
二
、
　
五
ペ
ー
ジ
。

⑲
　
福
島
裕
は
、
人
罠
公
社
は
ω
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
よ
う
に
「
労
働
者

　
区
を
直
接
指
轟
す
る
党
と
行
政
の
末
端
指
導
単
位
」
と
な
り
え
て
い
な
い
、
②
物

　
質
的
条
件
が
弱
い
こ
と
を
あ
げ
る
。
『
人
民
公
社
』
三
〇
ニ
ペ
ー
ジ
。
ま
た
逆
に

　
同
「
ア
ジ
ア
の
農
業
集
団
化
と
特
徴
」
『
経
済
評
論
翫
　
＝
二
八
ペ
ー
ジ
、
一
九
六

　
六
－
三
で
は
、
中
国
的
な
地
域
的
「
拠
点
」
と
レ
て
い
る
。
後
者
で
は
前
者
の
考

　
え
に
論
及
し
て
い
な
い
。

⑳
　
北
京
大
学
哲
学
系
政
社
合
一
研
究
小
組
「
従
黄
村
人
民
公
社
的
建
立
鱈
政
社
合

　
一
的
歴
史
必
然
性
」
『
新
建
設
』
二
〇
ぺ
！
ジ
、
一
九
五
九
一
八
。

⑪
⑥
に
よ
れ
ば
そ
の
第
二
〇
条
の
続
き
に
「
こ
の
制
度
が
確
定
し
た
後
は
、
少
く

　
と
も
三
〇
年
間
は
変
更
し
な
い
」
と
あ
り
、
移
行
”
停
滞
と
も
い
え
る
。

⑫
　
中
国
科
学
院
地
理
研
究
所
人
民
公
社
規
翻
工
作
組
、
　
「
北
山
曇
甲
山
湯
山
人
民
公

　
筏
一
九
六
〇
1
六
二
年
生
産
発
展
綱
要
（
草
案
）
総
説
明
讐
」
『
人
民
公
社
経
済
規

　
劃
與
経
済
地
理
文
集
』
所
収
、
一
八
七
ペ
ー
ジ
、
一
九
五
九
。

⑬
　
西
南
師
範
学
院
地
理
系
、
　
「
近
郊
学
風
菜
基
地
鋼
分
種
植
区
及
建
立
菜
粧
間
套

　
種
的
耕
作
体
系
問
題
」
『
地
理
』
二
一
ペ
ー
ジ
、
一
九
六
一
－
五
。

⑭
　
近
藤
康
男
『
中
国
の
あ
し
お
と
隔
二
七
二
ペ
ー
ジ
、
一
九
五
九
。
周
誠
他
二
人

　
「
四
季
青
人
民
公
被
的
分
配
問
題
」
『
教
学
與
研
究
』
一
八
ペ
ー
ジ
、
六
四
期
。

⑮
　
雪
泥
「
真
冬
の
北
京
の
野
菜
市
場
」
『
人
民
中
圏
』
八
五
ペ
ー
ジ
、
一
九
六
五

　
一
三
。

⑯
　

『
同
上
』
八
四
ペ
ー
ジ
。

⑰
　
芦
溝
橋
公
社
の
石
泉
寺
分
大
隊
第
～
生
産
隊
の
経
験
で
あ
る
。
芦
溝
橘
公
社
の

　
婦
人
労
働
力
を
「
生
か
す
」
方
法
に
は
定
評
が
あ
り
、
管
理
も
ゆ
き
と
ど
い
て
い

　
る
。
た
と
え
ば
、
岳
各
面
第
三
生
産
隊
で
は
婦
人
隊
長
で
女
性
の
〃
四
期
”
（
経
期
、
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孕
期
、
・
産
期
、
哺
乳
期
）
を
掌
握
し
母
体
保
護
を
行
っ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て

　
は
、
宋
舜
英
「
婦
女
能
頂
半
辺
天
」
北
京
農
村
人
食
公
社
工
作
経
験
選
編
、
一
〇

　
八
ぺ
ー
ジ
、
一
九
六
三
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
豊
灘
区
芦
溝
橋
公
社
嘱
望
庄
第
三

　
生
論
座
隊
調
査
組
「
醜
体
当
家
」
同
所
収
、
　
一
〇
五
ペ
ー
ジ
。

㊥
　
祝
祭
霞
。
『
人
民
中
国
』
＝
七
ペ
ー
ジ
、
一
九
六
六
i
二
。
生
産
隊
が
専
業
隊

　
と
し
て
分
け
ら
れ
て
い
る
も
の
は
多
く
な
い
。
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
の
生
産
農

　
業
協
同
組
合
で
は
、
多
く
の
例
が
あ
る
。
豚
飼
育
隊
、
植
林
隊
、
水
利
建
設
隊
、

　
レ
ン
ガ
石
灰
隊
な
ど
に
わ
け
ら
れ
る
。
美
土
路
達
雄
『
ベ
ト
ナ
ム
の
農
業
と
農
民
』

　
三
四
九
ペ
ー
ジ
、
一
九
六
九
。

⑲
　
》
自
餌
い
。
巳
ψ
ω
嘗
8
σ
q
層
5
H
Φ
疑
。
。
¢
o
h
↓
冨
O
鐵
琴
。
・
①
勺
8
℃
一
。
．
ω
O
o
ヨ
ー

　
日
口
昌
。
ω
1
帥
嵩
q
ω
錠
団
⑦
貴
ω
鉱
盆
」
唱
．
呂
ω
．
一
㊤
＄
．

⑳
　
「
｝
九
五
六
年
か
ら
｝
九
六
七
年
に
い
た
る
全
国
農
業
発
展
要
綱
」
『
中
華
人

　
民
共
和
国
第
二
期
全
国
人
民
代
官
大
会
第
二
回
会
議
文
献
集
』
一
一
四
ぺ
」
ジ
、

　
一
九
六
〇
。

⑪
　
公
社
化
当
時
、
植
樹
さ
れ
た
も
の
は
ま
だ
成
長
し
て
い
な
い
の
が
多
く
、
多
種

　
経
営
で
経
済
効
果
を
は
か
っ
て
い
る
。
後
述
の
十
善
専
区
で
の
林
業
部
門
参
照
。

⑫
　
費
露
華
「
農
村
で
模
範
田
を
つ
く
る
農
業
科
学
者
」
　
『
北
京
周
報
』
二
一
ペ
ー

　
ジ
、
｝
九
六
三
－
二
七
。

⑬
　
「
豊
作
区
」
と
は
、
「
小
さ
く
点
き
ら
れ
て
い
た
土
地
を
つ
な
ぎ
一
つ
に
し
、
そ

　
れ
を
土
質
の
ち
が
い
に
よ
り
区
分
け
し
て
、
ち
が
う
種
類
の
作
物
を
蒔
く
。
深
耕

　
し
、
入
念
な
手
入
れ
を
ほ
ど
こ
し
、
科
学
的
管
理
を
行
い
、
多
収
穫
を
あ
げ
る
た

　
め
の
制
度
」
。
周
英
夫
「
豊
作
区
一
中
国
の
現
代
的
農
業
の
雛
形
」
『
人
民
中
團
』

　
二
三
ペ
ー
ジ
、
一
九
六
〇
1
九
。

⑭
　
『
北
京
周
報
』
｝
四
ペ
ー
ジ
、
｝
九
六
五
一
二
九
。

⑳
　
一
元
雌
約
一
五
〇
円
。

⑳
　
章
琴
舟
「
名
所
で
な
い
『
名
所
』
北
京
の
影
画
市
場
」
『
人
民
中
國
』
四
四
ぺ

　
ー
ジ
、
一
九
六
三
一
一
〇
。
〃
姥
鴨
”
な
ど
に
利
用
。

⑰
　
北
京
市
財
政
局
通
塞
組
「
北
京
市
財
政
局
積
極
部
署
大
廻
人
民
公
社
財
務
工
作
」

　
『
財
政
』
三
ぺ
ー
ジ
、
三
二
期
。

衝
　
山
西
省
の
経
験
を
入
れ
て
い
る
。
「
山
西
省
農
村
人
民
公
社
財
務
管
理
弁
法
（
草

　
案
と
『
財
政
隠
五
ペ
ー
ジ
、
三
二
期
。
豊
台
区
財
政
局
で
は
財
務
の
決
意
を
の
べ

　
て
い
る
。

衝
天
干
動
加
巧
干

弁
好
財
政
轟
群
衆

財
政
包
干
倣
徹
底

企
業
財
務
要
管
好

核
定
資
金
周
転
快

三
無
成
果
要
難
固

人
人
都
種
試
験
田

及
時
正
確
出
報
表

調
研
工
作
要
縞
好

内
外
上
下
緊
合
作

躍
進
事
跡
五
百
件

科
学
分
析
解
困
難

依
舞
党
政
是
関
鍵

公
社
財
務
加
強
管

促
進
生
産
制
度
建

降
低
成
本
促
核
算

五
好
定
員
継
続
貫

随
時
推
広
好
経
験

財
会
帳
目
手
続
簡

税
利
任
務
妥
善
完

様
様
工
作
走
在
前

国
慶
十
周
把
三
献

　
「
北
京
市
財
政
先
進
工
作
者
大
鼓
干
勤
、
力
争
実
現
更
大
躍
進
」
『
財
政
』
一
一

　
ペ
ー
ジ
、
三
五
畑
期

⑲
農
業
税
は
負
担
の
合
理
化
を
は
か
り
、
増
産
を
奨
励
す
る
趣
旨
に
も
と
づ
き
、

　
比
例
税
制
を
採
用
し
各
地
区
の
異
な
っ
た
経
済
情
況
に
応
じ
率
が
き
め
ら
れ
る
。

　
入
民
公
社
が
納
税
者
と
な
る
。
『
人
民
中
国
』
一
〇
六
ペ
ー
ジ
、
一
九
穴
四
－
一
。

　
な
お
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
で
は
現
物
税
制
は
一
九
六
六
年
以
来
廃
止
さ
れ

　
て
い
る
。
⑳
キ
ム
論
文
五
二
ペ
ー
ジ
及
び
川
越
敬
三
『
社
会
主
義
朝
鮮
』
一
二
六

　
ペ
ー
ジ
、
一
九
七
〇
。

⑳
磯
キ
ム
論
文
四
〇
ペ
ー
ジ
、
ナ
ム
論
文
一
六
ペ
ー
ジ
。

⑳
　
題
号
同
「
四
季
青
人
民
公
社
屠
愚
輩
規
畠
中
丁
幾
個
問
題
」
『
教
学
與
研
究
』

　
二
七
ペ
ー
ジ
、
六
四
期
。
⑦
拙
稿
八
六
ペ
ー
ジ
参
照
。
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⑫
　
第
5
図
参
照
。
入
民
公
社
名
等
不
明
だ
が
、
公
社
中
心
の
ま
わ
り
に
諸
施
設
が

　
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑳
密
雲
ダ
ム
造
成
に
と
も
な
う
農
畏
の
移
倥
村
の
建
設
は
彼
ら
の
手
に
よ
っ
て
す

　
す
ん
だ
が
、
村
づ
く
り
の
基
礎
は
政
府
が
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
沈
興
大
「
ダ
ム

　
建
設
で
生
ま
れ
た
移
住
者
新
村
」
『
人
民
中
国
』
三
〇
ペ
ー
ジ
、
一
九
六
五
－
八
。

　
関
行
に
つ
い
て
は
、
西
山
夘
三
『
地
域
空
間
論
』
一
三
九
ペ
ー
ジ
、
一
九
六
八
参

　
照
。

㊥
　
こ
の
よ
う
な
経
済
的
基
盤
を
問
題
に
し
て
、
同
じ
小
湯
山
公
社
を
扱
っ
た
も
の

　
と
し
て
拙
稿
「
人
民
公
社
論
」
　
『
世
界
地
誌
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
策
ア
ジ
ア
編
』
所
収
、

　
一
九
七
一
（
予
定
）
参
照
。

⑳
　
盟
。
主
と
し
て
内
蒙
古
自
治
区
に
あ
る
。
酵
胎
源
「
中
華
人
民
共
和
国
行
政
区

　
域
劃
分
」
『
地
理
学
報
』
八
七
ペ
ー
ジ
、
一
九
五
八
－
一
。

⑯
　
こ
れ
ら
三
つ
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
王
守
礼
「
関
於
聖
堂
経
済
区
劃
的
若
干
問

　
題
」
『
経
済
研
究
』
四
五
ぺ
！
ジ
、
一
九
六
〇
1
三
。

⑰
福
島
裕
は
地
方
工
業
が
県
段
階
に
お
い
て
発
展
し
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
、
県
を

　
地
域
的
「
拠
点
」
と
し
て
想
定
す
る
。
⑩
参
照
。

憩
福
島
正
夫
、
『
中
国
の
人
民
艮
主
政
権
1
そ
の
建
設
の
過
程
と
理
論
1
』
四
七

　
九
ペ
ー
ジ
、
一
九
穴
五
。

⑲
　
王
守
礼
「
関
於
省
内
経
済
区
劃
原
則
的
商
権
」
『
経
済
研
究
』
一
八
ペ
ー
ジ
、

　
一
九
五
八
一
二
。

⑳
⑯
参
照
。

⑳
　
⑳
一
二
〇
ペ
ー
ジ
。

⑫
全
国
平
均
三
・
五
ム
ー
。
⑭
近
藤
論
文
八
七
ペ
ー
ジ
。

⑱
　
『
北
京
周
報
』
一
八
ペ
ー
ジ
、
一
九
六
八
－
五
〇
。

⑳
　
『
同
上
』
四
半
ペ
ー
ジ
、
一
九
穴
八
一
＝
二
。

㊧
　
江
蘇
省
松
江
県
の
経
験
を
う
け
入
れ
、
突
撃
隊
を
作
っ
た
。
斯
以
「
人
民
公
社

　
の
春
」
『
人
民
中
国
』
二
九
ペ
ー
ジ
、
一
九
五
九
一
七
。

⑯
　
『
人
里
日
報
』
一
九
六
〇
、
三
二
　
九
。

⑰
　
『
人
民
中
圏
』
グ
ラ
フ
五
六
ペ
ー
ジ
、
一
九
六
六
一
囎
、
後
述
の
藩
山
県
で
は

　
ア
ル
カ
リ
土
を
克
服
し
、
治
水
を
ほ
ど
こ
し
て
栽
培
を
は
じ
め
た
。
一
ム
：
あ
た

　
り
四
〇
〇
～
四
五
〇
㎏
生
産
。

⑱
沈
立
人
「
論
三
夏
農
業
的
技
術
改
造
問
題
」
『
経
済
研
究
』
　
一
ペ
ー
ジ
、
一
九

　
｛
ハ
○
一
一
二
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

⑲
　
『
人
民
目
報
』
一
九
五
八
・
九
・
一
〇
。

⑳
　
　
〈
蘇
穴
　
｝
1
一
A
》
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
導
入
を
行
い
、
江
蘇
省
農
業
機
械
研

　
究
所
な
ど
の
力
を
得
て
い
る
。
熱
雨
「
中
国
の
大
地
で
農
業
機
械
は
百
花
斉
放
」

　
『
人
民
中
国
』
三
六
ペ
ー
ジ
、
一
九
六
五
－
九
。
・

⑳
　
　
『
人
民
日
報
』
　
一
九
五
八
・
二
・
二
、
　
一
九
山
ハ
○
・
ゴ
一
・
一
二
〇
。

⑳
　
一
九
五
八
・
五
提
出
。

母
種
苗
を
中
心
と
し
て
、
多
角
的
な
経
営
（
用
材
林
、
経
済
林
、
防
護
林
）
が
追

　
求
さ
れ
た
。

⑳
⑳
と
同
じ
。

歯
⑳
参
照
。

⑳
　
『
人
斑
日
報
』
一
九
六
〇
二
∵
一
八
。

⑰
　
　
『
同
上
』
そ
の
他
、
光
光
渣
、
大
巣
腿
、
馬
鞭
子
な
ど
と
よ
ば
れ
る
野
生
飼
料

．
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

鐙
　
『
同
上
』
。

⑳
　
こ
の
大
隊
で
は
ま
ず
大
隊
が
養
豚
業
を
お
こ
し
、
飼
料
を
県
、
専
区
か
ら
導
入

　
し
て
か
ら
は
、
荒
地
を
開
発
し
、
飼
料
作
物
を
う
え
た
。
ま
た
農
業
副
産
品
を
利

　
罵
し
て
飼
料
に
あ
て
た
。
（
サ
ツ
マ
イ
モ
の
つ
る
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
芯
を
加
工
）

　
後
、
飼
料
生
産
を
生
産
隊
に
ま
か
し
、
加
工
、
経
営
管
理
、
種
目
の
確
保
等
の
管

　
理
方
面
を
大
隊
が
行
い
、
分
業
と
協
業
に
よ
る
増
産
に
つ
と
め
た
。

⑳
　
む
だ
ば
な
し
の
こ
と
。
李
陽
「
“
閑
離
弧
”
是
聯
系
群
衆
的
好
方
法
」
『
人
民

　
日
報
』
一
九
六
一
・
　
○
・
二
七
。
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中国農村における経済地域（駒井）

⑳
　
『
人
民
日
報
隔
一
九
六
一
・
七
・
五
。

⑳
　
第
6
図
の
う
ち
最
北
端
に
辛
辛
農
場
が
、
零
下
湖
畔
に
洪
沢
湖
農
場
が
存
在
す

　
る
。

⑳
④
参
照
。
宮
下
忠
雄
「
中
国
の
國
嘗
農
場
」
『
国
民
経
済
雑
誌
』
五
ペ
ー
ジ
、
一

　
〇
六
－
五
に
よ
れ
ば
、
江
蘇
省
全
体
で
国
営
農
揚
は
一
二
存
在
す
る
。
王
震
「
加

　
強
国
営
農
場
的
建
設
」
『
紅
旗
瞼
一
ペ
ー
ジ
、
一
九
六
一
、
四
、
上
。

⑳
姉
羅
漢
は
タ
ナ
ゴ
、
鰭
魚
は
タ
ナ
ゴ
に
似
て
い
て
頭
が
大
き
く
色
が
黒
い
。
鮨
魚

　
は
⑯
の
お
し
き
魚
の
一
種
で
普
遍
的
。
錨
は
ボ
ラ
。

＄
肪
魚
。
最
近
で
は
二
二
雀
で
養
殖
。
江
南
の
武
昌
県
（
湖
北
省
郷
城
県
）
の
梁
子

　
湖
で
の
み
と
れ
る
お
し
き
魚
の
一
種
の
武
昌
魚
が
養
殖
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
『
人
民
中
國
』
一
一
四
．
へ
ー
ジ
、
一
九
六
六
－
七
。

⑳
　
B
．
C
．
四
三
七
に
萢
錨
が
あ
ら
わ
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
養
魚
経
を
も
じ
っ
て
い

　
る
と
い
わ
れ
る
。
　
〃
立
体
養
魚
法
”
は
、
魚
の
褄
息
す
る
水
層
が
ち
が
い
餌
も
ち

　
が
う
場
合
、
そ
の
習
挫
を
利
用
し
て
、
蘭
育
養
殖
す
る
方
法
。
鯖
魚
、
鍵
魚
は
上

　
層
、
草
魚
、
騙
魚
は
中
層
、
脊
魚
、
鯉
は
水
底
に
す
み
、
浮
游
生
物
、
草
、
タ
ニ

　
シ
の
預
に
食
す
る
。
因
潔
雲
「
太
湖
畔
の
人
民
公
社
」
『
人
民
中
国
隔
四
八
ペ
ー

　
ジ
、
　
一
九
六
四
－
一
二
参
照
。

⑰
魚
田
と
い
わ
れ
る
。
⑲
所
収
「
一
個
合
作
社
的
三
年
生
産
規
劃
」
三
三
五
ペ
ー

　
ジ
。

⑳
木
原
正
雄
、
長
砂
実
編
『
現
代
社
会
主
義
経
済
論
』
二
五
五
ペ
ー
ジ
、
一
九
六

　
九
及
び
罫
ぞ
8
旨
8
塁
雪
言
ヨ
．
お
突
銘
窪
自
Φ
塁
き
三
脚
紳
。
謡
p
邦
訳
、
ソ
連

　
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
世
界
祉
会
主
義
体
系
経
済
研
究
所
編
『
世
界
社
会
主
義
経
済
体

　
系
』
第
一
巻
（
上
）
一
二
四
ペ
ー
ジ
。
い
わ
ゆ
る
農
工
結
合
の
問
題
で
あ
る
。

⑱
　
　
『
人
民
目
報
』
一
九
六
〇
二
二
・
三
〇
。

⑳
　
螂
静
中
「
論
農
業
地
理
学
的
性
質
、
任
務
和
発
展
途
径
」
『
中
国
地
理
学
会
一

　
九
六
一
年
経
済
地
理
学
術
討
論
会
文
集
』
所
収
一
〇
四
ペ
ー
ジ
、
一
九
六
五
。

（一

I
）
　
孫
文
署
、
芳
賀
雄
訳
『
支
那
の
盛
土
計
画
』
九
一
ペ
ー
ジ
。
大
運
河
の
改
修

　
な
ど
と
な
ら
び
彼
自
ら
も
水
利
工
事
に
つ
い
て
展
望
を
も
っ
て
の
べ
て
い
る
。

（一

W
）
　
『
人
民
中
国
』
七
九
ペ
ー
ジ
、
｝
九
六
七
一
四
。
八
三
ペ
ー
ジ
、
｝
九
六
八

　
一
八
。

（一

Z
ω
）
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
灌
灘
施
護
が
た
が
い
に

　
連
結
さ
れ
た
ひ
と
つ
の
体
系
を
な
す
よ
う
工
夫
が
は
か
ら
れ
、
工
薯
の
途
中
や
完

　
成
後
に
構
造
物
や
水
路
を
変
更
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
強
調
し
て

　
い
る
。
キ
ム
・
イ
ル
ソ
ソ
「
わ
が
嗣
に
お
け
る
社
会
主
義
的
農
業
協
同
化
の
勝
利

　
と
農
村
経
理
の
こ
ん
こ
の
発
展
に
つ
い
て
」
『
キ
ム
・
イ
ル
ソ
ソ
遷
集
』
（
チ
ョ
ソ

　
ソ
語
）
一
九
三
ペ
ー
ジ
、
一
九
六
六
。

（一

Z
腿
）
　
桝
伽
堅
一
白
「
瓢
醐
国
民
経
済
根
本
性
的
比
例
関
卍
鹸
」
『
経
済
研
究
』
　
一
　
一
ペ
ー
ジ
、

　
一
九
五
九
－
一
〇
。

（一

W
）
　
『
人
民
日
報
』
一
九
五
八
・
九
・
三
。

（一

W
）
　
型
、
グ
ル
ー
プ
、
量
を
定
め
定
員
を
守
り
、
漏
度
を
定
め
る
こ
と
。

（一

Z
刈
）
　
『
人
民
日
報
』
一
九
五
八
・
九
・
二
。

（
8
Q
O
）
　
大
塚
恒
雄
『
中
国
計
画
経
済
の
実
態
と
分
析
』
（
上
）
一
七
｝
ペ
ー
ジ
、
一
九

　
穴
六
。

（一

Z
〇
）
　
王
総
価
「
宿
遷
二
五
天
大
弁
工
轟
果
的
…
戦
果
㎝
」
　
『
中
国
経
工
業
臨
六
ペ
ー
ジ
、
　
一

　
九
五
九
－
二
。

（一

黶
Z
）
覇
王
は
こ
の
付
近
で
も
っ
と
も
工
業
化
の
進
ん
だ
公
社
。
高
唐
も
同
じ
。
当

　
時
覇
王
は
全
圏
の
模
範
と
な
っ
た
。
近
く
に
県
中
心
三
遷
が
あ
り
市
街
部
が
発
達

　
し
て
お
リ
工
業
化
の
基
礎
が
高
か
っ
た
。
高
李
「
自
分
の
カ
で
工
業
を
お
こ
す
」

　
　
『
中
園
の
人
民
公
社
物
語
』
一
七
九
ペ
ー
ジ
、
一
九
五
九
。

（目

早
j
　
戎
文
在
「
軽
工
業
的
農
村
市
場
問
題
」
　
『
経
済
研
究
』
八
ペ
ー
ジ
、
　
一
九
六

　
三
一
九
。

（
二
b
∂
）
　
（
同
O
㊤
）
参
照
。

（
江
し
。
）
　
「
地
方
小
型
工
業
の
目
ざ
ま
し
い
発
展
」
『
北
京
周
報
』
　
一
五
ペ
ー
ジ
、
二

　
五
六
〇
1
六
。
工
場
で
製
造
を
重
視
す
れ
ば
、
「
物
質
に
よ
る
刺
激
」
と
し
て
き

91　（389）



　
び
し
く
批
判
し
た
。

（一

黶
j
　
「
論
綜
含
平
衡
（
摘
要
）
」
『
新
華
半
月
刊
』
二
九
ペ
ー
ジ
、
一
九
五
九
－
一

　
六
。

（卜

T
）
　
漏
薫
製
「
介
紹
河
南
省
農
村
人
民
公
社
財
務
収
支
計
量
謹
言
」
『
財
政
』
七

　
ペ
ー
ジ
、
三
三
期
。

（一

ﾋ
①
）
人
民
公
社
に
応
じ
て
、
国
家
に
納
入
す
る
食
糧
。

（
H
嵩
）
　
（
旨
㎝
）
参
照
。
王
號
生
「
地
区
経
済
綜
合
平
衡
的
若
干
問
題
」
『
経
済
研
究
』

　
二
六
ペ
ー
ジ
、
一
九
六
ニ
ー
一
。

（
＝
。
。
）
　
聞
潜
「
四
季
胃
人
民
公
社
計
鎖
管
理
問
題
的
埋
土
」
　
『
教
学
輿
研
究
』
三
〇

　
。
へ
ー
ジ
、
　
山
ハ
四
【
湘
期
。

（
＝
㊤
）
　
o
竃
華
箋
（
3
℃
o
聖
。
旗
巷
の
塁
象
）
　
工
業
の
市
揚
、
商
業
を
通
じ
た
農
村
と
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Historical　Evaluation　of　Yose－gb）ti　i　n　Shimazzt－no－shb，

　　　　　　　　　　　　　　Chinz（ガ　鎮西島津庄寄君IS

　　　　　an　introductory　study　of　κoたz48α・o；め鳶z〃yδ　国衙直領

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　Kunihiro　Suzuki

　　　The　nature　of　maエユorial　system　in　Japan　shou玉dエユot　be　discussed　only

．　in　the’usual　point　of　its　private　and　fami｝y－property’s　aspect　of　economy，

　but　of　its　historical　importance　in　forming　the　union　of　central　aristo－

cracy（or　the　trend　to　its　seizure　of　class　initiative　withiエ1　the　ruling

　class）　including　Kokushi国司　（accepted）or　the　provincial　governOrs，　and

to　give　a　concrete　form　to　this　aspect，　we　should　start　at　first　from　the

　structural　anaiysis－especially　of　the　ruling　structure　of　Koleuga－cho－

kuryδ国衙直領，　a　bridgehead　of　Kokushi（accepted）for　their　local．

government．of　Ko肱8’α’s　domi1ユio11国衙領，　original　body　of　the　ma1ユ。－

　rial　system．

　　　This　article　offers　the　recommenc，ement　in　studying　manorial　system

through　the　resources　of　Yose－gδri　in　Shimazu－no－shb島津庄寄郡，　and　at

　once　the　remark　that　‘f　Yose－gbri”　which　has　usually　been　treated　as　a

　peculiar　theme　ofノくy露s乃諏プL州　（as　a　frontier）could　be．　actively　evalua－

　ted　as　a　linl〈　of　our　study　on　the　nationwide　manorial　system．

Economic　Region　in　Chinese　Farming　Villages

　　　　　　about　the　econolnic　region　of　Chuan－o〃～擬天目

　　　　　　　and　of　peop王e’s　commune人民公社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　Masal〈azu　Komai

　　The　socia玉izatioエユof　the　Chinese　farfning　vi11ages　brought　people’s　com．

．munes　out　of　agricultural　cooperat呈ve　associatioエユs；This　procesS　was　alSo

the　one　to　conquer　the　dispersid’　n　in　the　Chinese　villages　and　to　create

a　“unified”　economic　region　by　nieans　of　the　utilization　of　water　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（446）



the　introduction　of　industry．

munes　are　to　establish，　as　a

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　Now　the　economic　regions　of　people’s　com一

　　　　　　　　　　　　　　　　｛‘basic　region”　in　the　Chinese　villages，　，

inteエlsification　of　business，

variety　of　production’ b窒≠獅モ?，

reasonable　arrangement　of　labour　power　and　residence，

scientific　management，　and

exchange　system　of　products，

though　they　were　weak　in　the　pointS　（2）　ancl　（3）　and　they　were　bacl〈ward

in　their　collective　development．　Therefore，　people’s　communes　develop

relatively　and　originally，　while　they　receive　assistance　from　the　upper

economic　regions　and　have　a　close　relation　with　other　communes　thx”ough

cooperation．　Then，　it　is　necessai‘y　for　us　to　pay　attention　to　Chuan－ch’z’｛

．／pl・！｝ilL．1，　a　iniddle　economic　region，　which　has　a　higher　synthesis　than　the

economic　regions　of　people’s　comniunes　and　gives　the　administrative　and

financial　aid，　such　as　import　of　products　and　delivery　of　advance，　to　the

economic　region　of　people’s　cominunes；　and　it　has　the　right　to　regulate

the　economic　division　for　the　people’s　comrriunes　such　as　agricultural

　　Judging　from　some　examples　in　P6－chin．o－shih　Chia－chzil北京市郊区：，　and

Shai・z－si－si？zg，　Chiang－su－sing．Huaiづsin　Chuan－ch’iii　lii豆章省，江蘇省溢1三陰専属二，

the　people’s　communes　which　are　less　in　scale　of　region　and　far　from

the　city　are　weal〈　in　accumulation　of　fund　and　small　in　their　collective

clev・elopment．　Generally　speaking，　a　“basic　region”　in　farming　villages

is　xveak　in　economic　basis，　and　cannot　be　the　so－called　regional　base；

then　the　part　of　econoエnic　regions　of．　Chuan－c〃廊量s　relatively　impor亡ant．

（445）




